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Ⅳ 選択的評価事項に係る目的 

選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

 高等専門学校は設置当初から実践的な技術者の育成を目標に掲げてきた。一方，2004年４月に独立行政法人化

され，教育と研究が一体化された「教育研究」が本務の一つに挙げられた。高等専門学校の教育研究が実践的技

術者の育成に資するものとなるためには，独立行政法人国立高等専門学校機構法（以下「機構法」という。）に

示されているように「外部との共同研究や地域産業界との連携」を進め，より有用で実践的な研究成果をあげる

ことが必要である。 

 本校は歴史ある港町の木更津に位置しているが，産業は漁業と商業が中心の町であり，木更津に工業は根付い

ていない。袖ヶ浦以北の沿岸部には化学プラント工場，電力会社の発電所，千葉の製鉄所及び，木更津の南には

君津の製鉄所等の大企業があるが，自動車産業のように中小企業を周辺に抱える産業形態ではない。数少ない大

企業と零細企業という構造であり，地域の活力は低下の一途をたどっている。こうした状況下で本校の教育研究

力を地域産業に還元し，本校の社会的な存在意義を高めていくためには以下の目標のもとに教育研究を実践して

行くことが求められる。 

 

(１) 地域社会の要求を把握し，ニーズとシーズを見極めた研究を遂行するために，地域社会とのコミュニケー

ションを深める。 

 地域の活性化のためには中小・零細企業の活性化が不可欠である。大企業と零細企業という木更津の産業構図

は，見方を変えれば新産業を起業する余地を残した地域であるとも言える。高専の役割は，人材の育成を含め，

地域企業の基礎技術力向上と，新技術の紹介，また何より地域企業同士の情報交換の場を提供することで新規事

業を地域に促すことにある。 

 

(２) 外部機関との共同研究・受託研究等を推進する。 

地域企業を含めた外部機関との共同研究・受託研究等を推進することで，本校の教育研究成果を実際に役立て

ることができ，地域協力を実りあるものとすることになる。 

 外部機関との共同研究は，準学士課程の卒業研究や専攻科課程の特別研究に組み込まれることで，教育活動に

生かされることが多く，研究を教育に生かす上でも重要である。 
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選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

 2004年４月から施行された機構法には，「機構以外から委託を受け，又はこれと共同して行う研究を実施する

こと，及びその他の機構以外の者との連携により教育研究活動を行うこと」が規定されている。 

 「正規課程の学生以外に対する教育サービス」は，社会貢献の一環として，また理数教育の基礎レベル向上を

促す事業として，今後重要になると考えられる。 

 本校ではこの機構法施行以前から公開講座や出前授業を実施していたが，機構法により本務の一つとして位置

づけられた。そこで「正規課程の学生以外に対する教育サービス」を以下に示す目的のもとに実施する。 

 

(１) 一般社会人の生涯教育をサポートする目的で，公開講座・オープンセミナー・テレワークセミナーを実施

する。 

原則として一般社会人を対象とした講座であり，本校教員の専門知識を生かした内容の講義を実施する。 

 

(２) 地域小中学生の学習意欲の向上を目的として，公開講座・オープンセミナー・テレワークセミナー・出前

授業を実施する。 

小中学生を対象とした講座で，本校の教員の持つ教育資産を活用して児童・生徒が小中学校の平常授業で体験

できない内容の講座を中心に実施する。 
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選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備され，

機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では，教育研究力を地域産業に還元し本校の社会的な存在意義を高めていくために，地域社会

とのコミュニケーションを深め地域社会の要求を把握し，ニーズとシーズを見極めた研究を遂行する

とともに，外部機関との共同研究を推進している。 

 本校設立当初より，地域企業との共同研究や受託研究は活発に行われていたが，2001年３月に木更

津工業高等専門学校地域共同テクノセンター（以下「テクノセンター」という。）を設立し，その運

営に当たってテクノセンター運営委員会を組織することで，本校と地域社会・企業等との結びつきの

一層の推進を図った（資料Ａ－１－①－１），（資料Ａ－１－①－２）。 

 テクノセンターの主な事業は，共同研究や受託研究の受入れ，技術相談の実施，奨学寄附金の受入

れ，生涯学習支援等を目的とした公開講座等の開講，受託試験の受入れである（資料Ａ－１－①－

３）。テクノセンター施設内には技術相談室，多目的会議室の他，３つのラボラトリが整備されてい

る。2006年３月現在，第１ラボラトリには，構造物や試供体等の裁荷試験において発生するAE（アコ

ースティックエミッション）を計測し解析することができるAE解析システムが設置されている。第２

ラボラトリには，高周波回路（45MHzから110GHz）のスペクトラム解析や伝達特性等の測定を行うネ

ットワーク解析システムが設置されている。第３ラボラトリには，物体表面から放出される赤外線エ

ネルギーをとらえ，温度分布として画像表示し，有限要素法を用いたシミュレーション解析も可能な

非接触温度計測システムが設置されている。（資料Ａ－１－①－４）。また，2004年度よりは，既存

の電子顕微鏡室（資料Ａ－１－①－５）がテクノセンターによる運営体制となった。 

 テクノセンターでは，毎年ガイドブック（資料Ａ－１－①－６）を発行（2005年度発行部数：1000

部）し，テクノセンターの目的，業務内容，各教員の研究分野（資料Ａ－１－①－７）等の広報活動

を行っており，それらは同時にウェブサイト（資料Ａ－１－①－８），（資料Ａ－１－①－９）でも

公開している。また，半年毎にテクノセンターニュース（各300部発行）を発行し，センターの紹介，

研究者の紹介，センターの活動紹介等を行っており（資料Ａ－１－①－10），こちらもウェブサイト

で公開している。更に，テクノセンター長（１名），副テクノセンター長（３名）を中心として，各

種講演への講師派遣，審議委員会への委員の派遣，交流事業等の参加を積極的に行っており（資料Ａ

－１－①－11），その他の教員も千葉県内の技術振興の場である東葛テクノプラザ技術相談会に交替

で参加している（資料Ａ－１－①－12）。 

 また，本校と地域産業界の積極的な情報交換の場を設けるために，テクノセンター設立と同時にテ

クノ交流会を開催し，地域企業等から講師を招きテクノセンター講演会を定期的に開催してきた（資

料Ａ－１－①－13）。2004年３月には，地域産業界等との連携をより発展させるため，会員制の木更

津工業高等専門学校技術振興交流会（以下「技術振興交流会」という。）を発足した（資料Ａ－１－

①－14）。技術振興交流会は，本校の教育研究の充実に協力するとともに，本校並びに会員相互の連

携・協力を深めて産業技術の振興を図り，地域社会の発展に寄与することを目的とし，技術及び実務

に関する交流会・講演会の開催，産学連携による技術開発の推進，会員及び地域社会の発展に寄与す

る事業，木更津高専の教育・研究の充実に関すること等を事業として行っている（資料Ａ－１－①－

15）。技術振興交流会は本校とは，別組織となっていて，会長，副会長，監事，理事等の役員のほと
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んどを地域企業，商工会議所等から選出し，本校からはテクノセンター長，副テクノセンター長が理

事の一員として，庶務課長が幹事の一員として参加している（資料Ａ－１－①－16）。 

技術振興交流会では，地域のニーズと本校のシーズを組合せた活動を行うために実践的なテーマを

設定して，一般会員と本校教員から構成される分科会を設け，設定したテーマのもとに相互交流と会

員への情報提供を行っている（資料Ａ－１－①－17）。現在，環境管理技術，医療・福祉機器，教材

開発，光応用技術，社会基盤のメンテナンス，ロボット・自動化，通信・アンテナ，画像情報，機械

・制御系，電子・電気系，情報系，環境・土木系，自動車リサイクル技術，異業種融合（有機材料，

複合材料，伝統文化・工芸，エネルギー技術，資源リサイクル技術，水産・農林系基盤技術，生活工

学）の14分科会が設置されている。また，年２回のテクノフォーラムを開催し，広範囲のテーマによ

る講演会を軸として，本校教員の研究内容の紹介，企業の製品展示，会員の技術紹介，施設見学及び

技術相談等を実施している（資料Ａ－１－①－18）。 
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資料Ａ－１－①－１ 

木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンター運営規程 

平成 12年 11月 15日  規則第 8号

 （趣旨） 
第 1条 木更津工業高等専門学校の組織及び運営に関する規則第 16条第１項に基づき、地域共同テク
ノセンター（以下「センター」という。）の運営その他必要な事項について定める。  

 （目的） 
第 2条 センターは、地域の中小企業を始めとする産業界を対象とした技術相談、共同研究、技術者の
リフレッシュ教育を集約的に行い、地域産業の振興・活性化を助長し、地域の経済力向上に資するこ
とを目的とする。 

 （業務） 
第 3条 センターは、次に掲げる業務を行う。 

(1) 産業界との共同研究及び技術相談等研究交流に関すること。 
(2) 技術セミナー及び技術研修会に関すること。 
(3) 学内共同研究に関すること。 
(4) ものづくり教育の推進に関すること。 
(5) 公開講座に関すること。 
(6) 電子顕微鏡室の運営に関すること。 
(7) その他センターの推進に関する必要な事項。 

 （委員会） 
第 4条 センターの管理運営に関する事項を審議するため、地域共同テクノセンター運営委員会（以下
「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 
(1) センター長  (2) 副センター長  (3) 学科・学系から選出された教員若干名 
(4)  事務部長    (5) その他校長が必要と認めた者 

３ 委員会の委員は、校長が委嘱する。 
４ 第 2項第 3号及び第 5号の委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。 
５ 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 
６ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
７ 委員長に事故あるときは、副センター長がその職務を代行する。 

 （事務） 
第 5条 センターの事務は、庶務課において処理する。 

 （雑則） 
第 6条 この規程に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、委員会の議を経てセンター長が
別に定める。 

    附 則 
１ この規程は、平成 12年 12月 1日から施行する。 
２ この規程の第 4条第 2項第 3号及び第 5号の委員の任期は、同条第 4項の規定にかかわらず、平成

13年 3月 31日までとする。 
３ 木更津工業高等専門学校技術開発相談室規程（平成 7年 12月 14日規則第 2号）は、廃止する。  

附 則 
 この規程は、平成 13年 4月１日から施行する｡ 

附 則 
 この規程は、平成 14年７月１日から施行する｡ 

附 則 
１．この規程は、平成 16年４月１日から施行する｡   

 ２．木更津工業高等専門学校電子顕微鏡室運営規程（平成 13年規則第 12号）は廃止する。  

 

（出典：木更津工業高等専門学校広報第19号） 
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資料Ａ－１－①－２ 

地域共同テクノセンター組織図 

（出典：http://www.kisarazu.ac.jp/techno/sosiki.htm， 

木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページより） 
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資料Ａ－１－①－３ 

地域共同テクノセンターの事業内容

 

（出典：2005地域共同テクノセンターガイドブック） 
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資料Ａ－１－①－４ 

地域共同テクノセンター施設紹介 

 

 

（出典：2005年学校要覧21頁） 
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資料Ａ－１－①－５ 

電子顕微鏡室紹介 

 

（出典：2005年学校要覧23頁） 

資料Ａ－１－①－６ 

2005地域共同テクノセンターガイドブック 

 

（出典：2005地域共同テクノセンターガイドブック表紙，現地閲覧資料26） 



木更津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 559 - 

資料Ａ－１－①－７ 

教員の研究分野（一部抜粋） 

 

（出典：2005地域共同テクノセンターガイドブック，現地閲覧資料26） 
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資料Ａ－１－①－８ 

地域共同テクノセンターウェブページ（活動の目的） 

 
 

（出典：http://www.kisarazu.ac.jp/techno/index.html， 

木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページより） 
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資料Ａ－１－①－９ 

地域共同テクノセンターウェブページ（教員の紹介） 

 

（出典：http://www.kisarazu.ac.jp/%7Egijitu/faculty_link_frame.htm， 

木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページより） 
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資料Ａ－１－①－10  

テクノセンターニュース 

 

（出典：テクノセンターニュース第８号の目次，現地閲覧資料27） 
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資料Ａ－１－①－11（１／２） 

2005年度テクノセンター活動概要報告 

日 時間 内容 参加者

４/１２（火） 15:00-16:30 新校長に地域共同テクノセンターの活動状況を説明 小平、鈴木聡
４/１４（木） 19:00-21:00 木更津商工会議所異業種交流プラザ総会後懇親会 小平、佐藤、仲川
４/１９（火) 15:20-17:50 第１回地域共同テクノセンター運営委員会 運営委員

４/２７（水） 15:30-17:30
国立科学博物館サイエンススクエアに係る協力者会議（関東地区５高専）
上野国立科学博物館、幹事校木更津高専

小平、大澤

５/９（月） 15:30-17:00 技術振興交流会役員会第１会議室 役員
５/１２（木） 18:30-20:30 異業種交流プラザ例会 佐藤、林田
５/１８（水） 14:00-17:00 技術振興交流会総会第１講義室 会員
６/８（水） 15:00-18:00 東葛テクノ会第６回通常総会：東葛テクノプラザ 小平、鈴木聡
６/９（木） 15:20-17:00 第１回技術振興交流会分科会委員長会議 分科会委員長他
６/９（木） 18:30-20:30 木更津異業種交流プラザ例会 林田、吉井
６/１４（火） 13:15-17:00 千葉県バイオ/ライフサイエンス/ネットワーク会議総会 小平
６/２２（水） 15:00-17:10 国立科学博物館サイエンススクエアに係る協力者会議、上野国立科学博 小平、大澤、原、斉藤、仲川
６/２８（火） 14:00-18:30 第１３回異業種融合化協議会通常総会：ホテルグリーンタワー 小平
６/３０（火) 16:30-17:10 第２回地域共同テクノセンター運営委員会 運営委員

７/１５（金） 10:00-12:00
城西国際大とのジョイントによるデジタルアーカイブ化に関する打ち合わ
せ：木更津高専

小平、鈴木聡

７/１５（金） 13:00-15:00 サイエンススクエア学生ボランティアへの説明会第１会議室 担当者
８/２（火） 17:30-19:00 会社訪問取材：アロマ工芸 五十嵐、鈴木聡
８/３（水） 14:00-17:40 国立科学博物館サイエンススクエアに係る協力者会議 小平、大澤、斉藤、
８/１４（日） 13:00-21:00 城西国際大とのやっさいもっさい踊りの撮影 学生、小平、栗本
８/１５（月） 14:00-21:00 城西国際大との花火大会の撮影 学生、小平、栗本

８/１６（火）－
８/２８（日）

9:30-16:30 ２００５サイエンススクエア（国立科学博物館にて）
小平、大澤、鈴木聡、佐藤、高
橋[邦]、栗本、斉藤、仲川他、
学生ボランティア約１０名

８/２２（月）－
８/２４（水）

全国高専テクノファーラム：豊田高専担当、名古屋市次年度担当、関東信
越地区〔長岡高専〕

小平、鈴木聡、原、斉藤、仲川

８/３１（水） 関信地区テクノセンター長会議：茨城高専中会議室 小平
９/２（金） 13:30-17:00 知的財産に関する講習会 佐藤、斉藤
９/５（月） 15:00-17:00 木更津商工会議所工業部会の高専見学会 小平、鈴木聡、佐藤、庶務課
９/６（火） 16:00-17:00 第３回地域共同テクノセンター運営委員会 運営委員
９/６（火） 17:00-16:30 ２００５サイエンススクエア反省会 関係者
９/９（金） 18:30-20:30 木更津異業種交流プラザ例会 吉井、米村
９/２３（金） 12:00-18:30 千葉大学オープンリサーチ 小平
９/２３（金） 15:00-18:30 産学官フォーラム 小平
９/２７（火） 14:00-17:00 第３回テクノフォーラム（本校にて開催） 会員，本校教職員
９/２８（水） 17:00-21:00 第３回ビジネス交流会、君津商工会議所工業部会 小平、鈴木聡、斉藤  

地域共同テクノセンター長：小平眞次 

副センター長：大澤寛，鈴木聡，佐藤恒明 

 

（出典：平成17年度テクノセンター活動概要報告） 
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資料Ａ－１－①－11（２／２） 

2005年度テクノセンター活動概要報告 

日 時間 内容 参加者

１０/３（月） 13:30-16:00 知的財産権制度説明会：千葉県自治会館 斎藤、仲川
１０/１１（火） 16:00-17:00 平成１７年度駅前高専「テレワークセミナー」市役所と担当者打合せ 仲川
１０/１３（木） 18:30-20:30 木更津異業種交流プラザ例会 米村、岡本保
１０/２４（月） 13:30-16:30 第１回木更津市地域IT推進会議：市民総合福祉会館 鈴木聡
１０/２９（土） 11:00-16:30 第７回火星ローバーコンテストｉｎ千葉千葉ポートアリーナ 鴇田
１１/４（金） 15:30-17:00 理数大好きモデル地域事業第１回実行委員会：市民総合福祉会館 鈴木聡
１１/１０（木） 16:00-18:00 第１回知っとこ隊打ち合わせ：テレワークセンター 学生、鈴木聡
１１/１０（木） 18:30-20:30 木更津異業種交流プラザ 岡本保、熊谷
１１/１４（月） 内閣府等主催第5回産学官連携ｻﾐｯﾄ:東京ﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ 校長
１１/１４（月） 16:00-18:00 ポータルサイト立ち上げ実務打ち合わせ：市役所 鈴木聡
１１/１６（水） 15:00-18:30 第２２回千葉大学産官学フォーラム 小平
１１/２１（月） 13:30-17:00 新連携推進県大会：ホテルグリーンタワー千葉 鈴木聡、大澤、仲川
１１/２２（火） 16:00-17:30 第４回地域共同テクノセンター運営委員会 委員
１１/３０（水） 17:00-18:00 第２回知っとこ隊打ち合わせ：木更津高専 学生、鈴木聡
１２/５（月） 13:00-17:00 特許情報流通セミナー：千葉県支援技術研究所天台庁舎 小平、佐藤
１２/８（木） 13:30-17:00 野田異業種との交流会：木更津高専 小平、大澤、鈴木聡、斉藤、仲
１２/１３（火） 15:30-17:00 新聞社による知っとこ隊取材：クロワッサン 学生、鈴木聡
１２/１５（木） 16:00-18:00 第２回電源地域雇用促進対策調査事業打合せ：木更津グランパークホテ 大澤、鈴木聡、佐藤
１２/１６（金） 13:00-15:00 千葉県支援技術研究所との業務協力打合せ 小平
１２/２１（水） 13:00-14:00 大学研究交流オフィス打合せ 小平、斉藤
１２/２１（水） 13:30-14:00 木更津市商工会議所青年部５０周年記念事業打合せ 小平、大澤、佐藤、斉藤
１２/２２（木） 16:45-17:45 第２回技術振興交流会分科会委員長会議 分科会委員長他
１２/２７（火） 9:00-17:00 君津地区商工会議所、交流会理事等関係者への年末挨拶回り 小平、斉藤
１/６（金） 11:00-12:00 木更津商工会議所賀詞交換会 河上校長、小平
１/６（金） 14:00-16:00 木更津市の農産物ＰＲ動画作成：木更津市役所 鈴木聡

１/６（金） 17:00-19:00
電源地域雇用促進対策調査事業中小企業経営者若手従業者意見交換
会：木更津商工会議所

大澤、鈴木聡

１/１２（木） 18:30-20:00 木更津異業種交流プラザ新年会 小平、大澤、斉藤
１/１６（月） 13:00-14:00 電源地域雇用促進対策調査事業打合せ 小平、大澤、鈴木聡、斉藤

１/１６（月） 17:00-19:00
電源地域雇用促進対策調査事業中小企業経営者若手従業者意見交換
会：木更津商工会議所

大澤、鈴木聡

１/１７（火） 15:20-17:00 第５回地域共同テクノセンター運営委員会 委員
１/１８（水） 15:00-18:30 千葉大学第２３回産官学フォーラム 小平
１/１９（木） 14:30-16:00 ＮＨＫ千葉支局による知っとこ隊取材：花のタカウラ 学生
１/２０（金） 14:00-17:15 第４回全国高専テクノファーラム第１回実行委員会：長岡高専 大澤
１/２４（火） 15:30-17:00 理数大好きモデル地域事業第２回実行委員会：市民総合福祉会館 高橋邦

１/２４（火） 17:00-19:00
電源地域雇用促進対策調査事業中小企業経営者若手従業者意見交換
会：市原マリンホテル

大澤、鈴木聡

１/２７（金） 10:00-17:00 電顕室講習会SEM 小平、岡本、他

１/３０（月） 14:00-16:00
電源地域雇用促進対策調査事業大手および中小企業経営者意見交換
会：市原マリンホテル

大澤、鈴木聡、佐藤

２/３（金） 10:00-11:00 君津商工会議所視察研修打合せ 小平、斉藤
２/３（金） 10:00-17:00 電顕室講習会EDX 小平、岡本、他
２/６（月） 16:00-16:30 しっとこ隊のキャッツアイ記者会見取材打ち合わせ：市役所 学生、鈴木聡
２/７（火） 13:30-14:00 東葛テクノプラザ交流オフィス５階移動依頼 小平、斉藤

２/７（火） 15:00-17:00 君津商工会議所視察研修
小平、大澤、鈴木聡、佐藤、他
実験室担当者

２/９（木） 18:30-20:00 木更津異業種交流プラザ例会 熊谷、小田

２/１０（金） 15:30-17:15 技術振興交流会役員会：木更津高専第二会議室
小平、大澤、鈴木聡、佐藤、斉
藤、原

２/１３（月） 15:00-17:00 第３回電源地域雇用促進対策調査事業打合せ：木更津グランパークホテ 大澤、鈴木聡、佐藤
２/１４（火） 15:00-17:00 産学官交流事業：市原商工会議所 小平、大澤
２/１６（木） 13:30-16:30 第３回木更津市地域IT推進会議：市民総合福祉会館 鈴木聡
２/１７（金） 20:10-22:00 木更津市商工会議所青年部モノつくり体験 小平、大澤、高橋邦、栗本、飯
２/２０（月） 15:00-17:00 会社訪問取材：ナプソン 五十嵐、大澤、鈴木聡
２/２３（木） 10:00-12:00 上総博物館協議会 小平
２/２７（月） 17:00-18:30 第６回地域共同テクノセンター運営委員会 運営委員
２/２８（火） 15:00-17:00 第４回電源地域雇用促進対策調査事業打合せ：木更津ロイヤルガーデン 大澤、鈴木聡、佐藤
３/６（月） 13:30-18:00 ビジネスマッチングフォーラム：ホテルグリーンタワー千葉 大澤、佐藤
３/７（火） 10:00-12:00 佐世保高専派遣者の来校：佐世保高専、長島、堀江 大澤、鈴木、斉藤
３/９（木） 18:30-20:30 木更津異業種交流プラザ例会 鬼塚（講演）
３/１３（月） 14:00-15:15 講演会「地域企業と大学等の連携手法について」農工大TLO伊藤伸社長 教員
３/１３（月）
－１７日

平成17年度経済産業省検索ｴｷｽﾊﾟｰﾄ研修を受講:(独)工業所有権情報/
研修館

浅野

３/１４（火） 14:00-18:30 木更津高専技術振興交流会の第４回テクノフォーラム 会員，本校教職員
３/１５（水） 17:00-18:00 木更津商工会議所青年部との打ち合わせ 大澤
３/１６（木） 13:00-15:00 千葉県産業振興センターで打ち合わせ 大澤
３/２２（水） 16:00-18:00 IT推進会議委員による知っとこ隊慰労会：テレワークセンター 鈴木聡
３/２７（月） 13:30-15:00 大学研究交流オフィス担当者連絡会議：東葛テクノプラザ 鈴木聡
３/２９（水） 14:00-16:00 第１回高専/中小企業連携プログラム策定検討会中小企業基盤整備機構 大澤  

（出典：平成17年度テクノセンター活動概要報告） 
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資料Ａ－１－①－12 

2005年度東葛テクノプラザ技術相談会 

 

【８月期】 

相談日時 担当教員名 専門分野 

 

８月８日（月） 

 11：00－15：00 

 

電気電子工学科 

熊谷 勝彦 教授 

・ 画像処理 

・ ヒューマンインタフェイス 

・ 風力の効率的利用法 

８月９日（火） 

 11：00－15：00 

環境都市工学科 

大木 正喜 教授 

・ 測量学 

・ リモートセンシング 

 

８月１９日（金） 

 11：00－15：00 

 

機械工学科 

林田 和弘 助手 

・ 燃焼工学 

・ レーザ応用計測 

・ 微粒化工学 

基礎学系 

吉井 文子 助教授 

・ 香料化学 

・ 計算化学 

 

８月２５日（水） 

 11：00－15：00 電子制御工学科 

坂元 周作 助手 

・ 超伝導工学 

・ 計測工学 

 

【３月期】 

相談日時 担当教員名 専門分野 

３月１７日（金） 

11：00－15：00 

電子制御工学科 

鴇田 正俊 教授 

・ 自動制御 

・ ロボット 

基礎学系 

山下 哲 助教授 

・ 数学 

 

機械工学科 

黄野 銀介 助手 

・ 機械材料 

・ 精密加工 

 

 

３月２２日（水） 

11：00－15：00 

 

環境都市工学科 

鬼塚 信弘 助教授 

・ 地盤工学 

・ 地震工学 

・ 地質工学 

（於：東葛テクノプラザ３F技術支援室） 

（出典：平成17年度地域共同テクノセンター事業活動報告） 
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資料Ａ－１－①－13 

2001年度テクノセンター講演会 

第１回テクノセンター講演会（2001年６月15日） 

「企業の活性化へ向けて―21世紀型研究の勧め―」講師：コンポン研究所 H氏 

「産業交流の先進校における技術交流―企業の技術開発への支援―」講師：群馬高専 O氏 

 

第2回テクノセンター講演会（2002年１月22日） 

「産学官に関する千葉県の支援と取り組みについて」講師：千葉県産業振興センター東葛テク

ノプラザ共同研究グループ S氏 

「特許・技術・研究成果（企業・大学・高専等）の活用支援について」講師：発明協会千葉県

支部千葉検知的所有権センター 特許流通アドバイザー I氏 

（出典：テクノセンターニュース第２号２頁） 

資料Ａ－１－①－14 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会の立ち上げ 

 

（出典：2004年2月26日付日刊工業新聞） 
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資料Ａ－１－①－15（１／２） 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会会則 

 

第 1 条 本会は、木更津工業高等専門学校技術振興交流会（略称は「高専交流会」、以下 「本会」とい

う。）と称する。   

（目的）  

第 2 条 本会は、木更津工業高等専門学校（以下「木更津高専」という。）の教育研究の充実に協力するとと

もに、木更津高専並びに会員相互の連携・協力を深めて産業技術の振興を図り、地域社会の発展に寄与するこ

とを目的とする。   

（事務局）  

第 3 条 本会に事務局を置く。  

2 事務局に事務局長を置き、理事のうち1 名をもって充てる。  

3 事務局の設置場所は、会長が指定する。   

（事業）  

第 4 条 本会は、第2 条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

  (1) 技術及び実務に関する交流会・講演会の開催に関すること 

  (2) 産学連携による技術開発の推進に関すること 

  (3) 会員及び地域社会の発展に寄与する事業に関すること 

  (4) 木更津高専の教育・研究の充実に関すること 

  (5) その他本会の目的達成に必要な事業に関すること   

（組織及び会員）  

第 5 条 本会は、本会の目的に賛同する一般会員及び特別会員で組織する。  

2 一般会員は、企業会員並びに個人会員とする。  

3 特別会員は次の各号とする。 

  (1) 大学、官公署、商工会議所等の公的機関 

  (2) 木更津工業高等専門学校教職員及び入会を希望する退職した教職員   

（役員）  

第 6 条 本会に、次の役員を置く。 

  (1) 会 長 １名  (2) 副会長 ４名  (3) 理 事 若干名  (4) 監 事 ２名  (5) 幹 事 若干名   

（役員の任期）  

第 7 条 役員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じたときの後任者の任期は、前任者の残

任期間とする。   

（役員の選出）  

第 8 条 会長は、総会において選出する。  

2 副会長は、会長が委嘱する。  

3 理事は、総会において選出する。  

4 監事は、総会において選出する。  

5 幹事は、役員会において決定する。  

（役員の任務）  

第 9 条 会長は、本会を代表し、会務を統括する。  

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。  

3 理事は、本会の業務の運営に当たる。  

4 監事は、本会の業務状況及び会計を監査する。  

5 幹事は、本会の庶務を行う。  

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－①－15（２／２） 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会会則 
 

（顧問・参与）  

第 10 条 本会に、事業を円滑に推進するため、顧問及び参与を置くことができる。  

2 顧問及び参与は、会長の諮問に応ずるとともに、会議に出席して意見を述べることができる。  

3 顧問及び参与は、役員会において決定する。   

（会議）  

第 11 条 本会の会議は、総会及び役員会とし、会長が招集し、議長となる。   

（総会）  

第 12 条 総会は、定期総会及び臨時総会とし次の事項を審議する。 

  (1) 運営の基本方針に関すること。 

  (2) 事業計画並びに予算決算に関すること。 

  (3) 役員の選出に関すること。 

  (4) その他本会の目的達成に必要なこと。  

2 総会は、会員の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立し、議事は出席者の過半数をもって決する。た

だし、第5 条第3 項第2 号に定める者（役員を除く）については、議決権を有しない。   

（役員会）  

第 13 条 

 役員会において審議する事項は、次のとおりとする。 

  (1) 総会に提出する議案及び重要事項を審議する。 

  (2) その他会務遂行上必要と認められる事項  

2 役員会は、役員の過半数以上が出席しなければ議事を開くことができない。  

3 役員会の議事は、出席者の過半数をもって決する。   

（分科会）  

第 14 条 本会に、分科会を置くことができる。  

2 分科会の組織及び運営については、別に定める。   

（運営費）  

第 15 条 本会の運営費は、会費及び寄付金等をもって充てる。  

2 年会費は一般会員のうち企業会員については1 万円、個人会員については5 千円とする。  

3 特別会員については、会費を免除する。   

（会計年度）  

第 16 条  本会の会計年度は、毎年4 月1 日に始まり翌年3 月31 日に終わる。   

（その他）  

第 17 条  この会則に定めるもののほか、本会の運営に必要な事項は、役員会で定める。  

 附 則 

この会則は、平成１６年３月９日から施行する。  

 附 則 

この会則は、平成１７年５月１８日から施行する。   
（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－①－16 

木更津高専技術振興交流会組織図 

 
（出典：http://knct-koryu.jp/organization_figure.htm， 

木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンターウェブページより） 
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資料Ａ－１－①－17（１／２） 

技術振興交流会の分科会参加状況 

平成18年3月31日現在 

№ 分  科  会  名 
・キーワード 委員長・副委員長 メンバー（上段：学内，下段：学外） 

学内：高橋克，上村，高石，相川，佐藤，

鈴木久，高橋邦，石川雅朗，鬼塚，青木 
１ 

環境管理技術 
・木炭・活性炭 ・廃棄物 
・バイオマス  ・循環型社会 
・生態環境   ・環境経済評価 

委員長 高橋克夫 
副委員長 学外委員 
（（有）インテックサ

ーチ） 
学外：22名 

学内：大藤，黒田，内田，小田，板垣，

栗本，鬼塚 
２ 

医療・福祉機器 
・医療・健康機器 ・福祉機器 
・カイロプラクティック分野 
（重心動揺，短下肢，側彎，骨盤の捻れ，

筋力バランス等） 

委員長 大藤晃義 
副委員長 学外委員 
（医療法人社団鵬会

ケアセンターきさら

づ） 
学外：10名 

学内：高橋邦夫，岩崎，小澤，金子，小

田，大澤，岡本保，鈴木聡，臼井，栗本，

丸山，大枝 ，加藤，飯田，浅野，青木，

鈴木道治 
３ 

教材開発 
・教材開発  

委員長 高橋邦夫 
副委員長 学外委員 
（木更津第一中学校） 

学外：12名 

学内：岡本保，福地，小田，林田，大澤，

高橋邦，鈴木聡，秋葉 
４ 

光応用技術 
・光計測 ・レーザ 
・発光ダイオード 

委員長 岡本保 
副委員長 学外委員 
（国際化工（株）） 学外：２名 

学内：黒川，鬼塚，青木，嶋野 
５ 
社会基盤のメンテナンス 
・コンクリート構造物の劣化診断や補

修・補強  

委員長 黒川章二 
副委員長 学外委員 
（太陽工業株式会社） 

学外：11名 

学内：鴇田，黒田，内田，鈴木聡，浅野，

中根 
６ 

ロボット・自動化 
・ロボットの設計や制御技術 
・計測，制御技術 
・ＦＡ，工場自動化技術 

委員長 鴇田正俊 
副委員長 学外委員 
 学外：10名 

学内：石井，小平，角田，泉，浅野，立

石 
７ 

通信・アンテナ 
・移動体アンテナ 
・ミリ波機器 
・ネットワークアナライザ 

委員長 石井孝一 
副委員長 学外委員 
（鈴木電気管理事務

所） 
学外：4名 

学内：栗本，小林，斉藤，米村，小田，

臼井 

８ 

画像情報 
・三次元情報計測 
・不可視情報の画像化 
・人工現実感，遠隔制御 
・神経難病等のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援 
・パターン認識，視覚心理 
・医療画像診断 

委員長 栗本育三郎 
副委員長 学外委員 
（(株)写楽館 ） 

齋藤康之 学外：４名 

  

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－①－17（２／２） 

技術振興交流会の分科会参加状況 

№ 分  科  会  名 
・キーワード 委員長・副委員長 メンバー（上段：学内，下段：学外） 

学内：黒田，大藤，高橋秀，石出，

内田，小田，鈴木久，板垣，黄野，

林田 
９ 

機械・制御系 
・機械要素    ・材料試験 
・機構設計と制御 ・振動 
・流れ計測とシミュレーション 
・エネルギー   ・試作 
・レーザ計測とレーザ加工 

委員長 黒田孝春 
副委員長 学外委員 
（（有）三ツ矢精密） 

学外：11名 

学内：大澤，熊谷，石川，上原，岡

本保，飯田，石井，浅野，橘川，鈴

木聡，石出，坂元 10 

電子・電気系 
・電子回路 ・磁気応用  
・センサー ・コンピュータ 
・自然エネルギー利用 

委員長 大澤寛 
副委員長 学外委員 
（富津オートサービス） 

学外：６名 

学内：天摩，栗本，和田，丸山，増

田，東，小林，和崎，斎藤，大枝，

倉持，青柳 
11 

情報系 
・コンピュータシミュレーション 
・情報通信システム 
・計測システムとインターフェース 
・ニューラルネットワークと信号処理 
・情報数理の基礎 
・並列プログラミングﾞ 

委員長 天摩勝洋 
副委員長 学外委員 
（(株)エーアイエス） 

増田重史 
学外：５名 

学内：佐藤，高橋克，鬼塚，青木，

金井，白井 
12 

環境・土木系 
・ウォーキングと路面舗装 
・鋼・コンクリート･地盤などの構造系 
・環境空間デザイン 
・環境材料 

委員長 佐藤恒明 
副委員長 学外委員 
（関東建設株式会社） 学外：18名 

学内：高橋秀，石井，高上 

13 

自動車リサイクル技術 
・フロントガラスの除去 

委員長 高橋秀雄 
副委員長 学外委員 
（（有）君津マイカーセン

ター） 

学外：５名 

学内：小平，鈴木聡，石出，高橋邦，

五十嵐，石井，浅野，相川，大澤，

佐藤，吉井， 
   飯田，岡本 14 

異業種融合 
・有機材料  ・複合材料 
・伝統文化  ・工芸 
・エネルギー技術 
・資源リサイクル技術 
・水産・農林系基盤技術 
・生活工学 

委員長 小平眞次 
副委員長 学外委員 
（ＩＴトロン社長） 

石出忠輝 
学外：39名 

  

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－①－18（１／２） 

テクノフォーラムの内容 

 

第1回テクノフォーラム 2004年8月26日（木） 

 14：00 開会 

 14：10 分科会の活動指針についての報告 

・分科会活動全般について 

・自動車リサイクル技術分科会 

・環境・土木系分科会 

・ロボット自動化分科会 

・教材開発分科会 

      講演 

            ①「我が社の経営 ～研究開発と多角化戦略を中心に～」 

         春川鉄工（株） 代表取締役 H氏 

      ②「アクアライン800円運動の現状と房総観光拠点整備への取り組み」 

         （株）総洋リサイクル代表取締役 Ｉ氏 

      施設見学等 

  ・地域共同テクノセンター，総合教育棟 

  ・会員企業のPR，高専教員等の研究内容展示 

  ・技術相談 

 17：00 懇親会 

 

第2回テクノフォーラム 2005年３月７日（月） 

 14：00 開会 

 14：10 分科会の活動報告について 

・分科会活動全般について 

・分科会活動から共同研究に発展した事例報告 

      講演 

            ①「サンマ魚用集魚灯の研究開発における公的資金導入事例について」 

         国際化工（株） 顧問 K氏 

      ②「地域活性化の活動について」 

         NPO法人 孫の手くらぶ理事長 M氏 

      施設見学等 

  ・地域共同テクノセンター，総合教育棟 

  ・会員企業のPR，高専教員等の研究内容展示 

  ・技術相談 

 17：00 懇親会 

 

（出典：テクノフォーラム配布資料） 
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資料Ａ－１－①－18（２／２） 

テクノフォーラムの内容 

 

第3回テクノフォーラム 2005年9月27日（火） 

 14：00 開会 

 14：10  講演 

            ①「中小企業新事業活動促進法の概要について」 

         千葉県商工労働部経営支援課経営支援室 副主幹 U氏 

      ②「充実したシニアライフを目指して ～還暦からの出発～」 

         （株）さわや 代表取締役 O氏 

分科会の活動報告 

・分科会活動全般について 分科会担当理事 佐藤恒明 

・地域教育機関等との連携 教材開発分科会委員長 高橋邦夫 

施設見学等 

  ・地域共同テクノセンター，総合教育棟 

  ・会員企業のPR，高専教員等の研究内容展示 

  ・技術相談 

 17：10 懇親会 

 

第4回テクノフォーラム 2006年３月14日（火） 

 14：00 開会 

14：10 講演 

            ①「異業種連携で技術振興と地域振興を考える」 

        神奈川県異業種グループ連絡会議 理事 S氏 

     分科会活動報告 

①分科会活動の全体報告 分科会担当理事 佐藤恒明 

②「サンマ魚用集魚灯の研究開発」 

         国際化工（株） 顧問 K氏 

      施設見学等 

  ・地域共同テクノセンター，総合教育棟 

  ・会員企業のPR，高専教員等の研究内容展示 

  ・技術相談 

 17：00 懇親会 

 

（出典：テクノフォーラム配布資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 地域社会との連携窓口としてテクノセンターを設置し，センター長を中心に，各学科学系から選出

された運営委員会により，運営規程に従って適切に運営されている。共同研究，受託研究，技術相談，

奨学寄附金の受け入れ等，窓口をテクノセンターに一本化し，センター施設内に，技術相談室，多目

的会議室，ラボラトリを整備する等，教員が地域と連携をとって研究を進めるための体制が整ってい

る。 

実際に地域社会と情報を交換し連携を深める場として，技術振興交流会を発足し，14の分科会を設

置して学外委員との相互交流を積極的に行っている。また，一般に開かれたテクノフォーラムを年間

２回開催し，学外会員による講演会，技術相談会等を開催することで，精力的にニーズの探索を行っ

ている。 

テクノセンターガイドブック（年間１回，各1000部）及びテクノセンターニュース（年２回，各

300部）の発行やウェブページを用いて，テクノセンターの業務内容，教員の研究テーマ及び技術紹

介，技術振興交流会分科会の活動成果等のシーズの発信を行っている。 

以上のことから，本校の目的に沿った研究体制及び支援体制は適切に整備され機能していると判断

できる。 

 

観点１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況）  

直近の５年間（2001年３月～2006年３月）に，新たに博士号の学位を取得した現職教員の数は11

名（資料Ａ－１－②－１）であり，2006年3月31日現在，理科系教員の博士号取得率は64.0%となっ
た。また，直近の５年間（2000年10月～2005年9月）に木更津工業高等専門学校紀要の研究業績

目録に報告された論文発表件数は学内紀要発表を含めて255件（学内共著者による重複カウント

を含まず），学会発表件数は285件（学内共同発表者による重複カウントを含まず），各種受賞

は13件であった（資料Ａ－１－②－２）。科学研究費補助金に関しては，2002年６月に文部科学省

研究振興局研究助成課企画室長によるに科学研究費補助金制度講演会を開催し（資料Ａ－１－②－

３），教職員に対して制度の詳しい説明を行っており，近年の採択状況は，継続分を含めると毎年６

～８件で，助成金額は2006年度が11,300千円であった（資料Ａ－１－②－４）。これらのことから，

本校における研究活動が活発に行われており，その成果を地域社会に還元するための素地が十

分出来上がっているものと評価できる。 
過去５年間（2001年度～2005年度）の共同研究，受託研究，奨学寄附金，受託試験の件数（資料Ａ

－１－②－５）を見ると，それぞれ年々増加の傾向があり，特に共同研究は，2001年度は１件であっ

たが，2005年度には９件に増加した。これには，技術振興交流会の分科会における成果が大きく寄与

しているものと考えられる。参考として平成17年度の共同研究，受託研究の詳細（資料Ａ－１－②－

６）及び奨学寄附金の詳細（資料Ａ－１－②－７）を示す。また，資料Ａ－１－②－６（平成17年度

共同研究・受託研究申込一覧）に示した共同研究等の取組み内容が，準学士課程の卒業研究テーマや

専攻科課程の特別研究テーマとして扱われた事例は18件あり（資料Ａ－１－②－８），外部機関との

共同研究が教育活動にも活かされていると評価できる。 

 地域連携に関連した企業との共同研究（2001年度～2005年度）における「技術・製品等の創出・改

善」の実績は21件，「特許等の出願」は２件，「特許等の取得」は１件であった（資料Ａ－１－②－

９）。地域連携に関連した外部機関との共同研究（2001年度～2005年度）における「論文発表」は10
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件，「研究成果報告書」は１件，「学会発表」は23件，「各種賞受賞」は２件であった（資料Ａ－１

－②－10）。 

 次に技術振興交流会に関して，本校教職員以外の会員数は，2006年4月1日現在，企業会員数80，特

別会員数14，個人会員数20であり，様々な業種の企業，近隣の小中学校が会員となっている（資料Ａ

－１－②－11）。各分科会の活動もたいへん活発に行われており，2004年度は２回の委員長会議と14

の分科会で延べ55回の会議（特別講演会を含む）が開催され，2005年度は２回の委員長会議と14の分

科会で延べ43回の会議（講演会を含む）が開催された（資料Ａ－１－②－12）。 

 テクノフォーラムは，資料Ａ－１－①－18（第１回から４回テクノフォーラムの内容）に示した内

容で2004年8月（105名），2005年3月（95名），2005年9月（108名），2006年3月（108名）と既に4回

開催され，多くの参加があった（参加者名簿は現地閲覧資料１として示す）。開催の様子は地元のケ

ーブルTVで放映され，各種報道機関が取材に来る等，活気に満ちたものであった（資料Ａ－１－②－

13）。 

 

資料Ａ－１－②－1 

現職教員の学位取得状況 

番号 年　月 教員名 学位 授与機関 タイトル

1 2001.3 高橋秀雄 博士（工学） 山形大学
歯付ベルト用撚りコードの強度に及ぼ
す力学的諸因子の影響に関する研究

2 2001.3 鬼塚信弘 博士（工学） 東洋大学
基盤の縦ずれ断層運動に伴う表層地
盤の破壊伝播メカニズムに関する基礎
的研究

3 2001.3 大塚浩史 博士（理学） 東京工業大学
２次元非圧縮性完全流体の渦度の変
分法による解析

4 2002.3 齋藤康之 博士（工学）
北陸先端科学技
術大学院大学

appearanceベースとmodelベースによる
眼鏡顔画像からの眼鏡なし顔画像の推
定

5 2002.1 加藤達彦 博士（文学） 東北大学 坂口安吾論

6 2004.3 鈴木聡 博士（工学） 千葉大学
緑色レーザダイオード用六方晶Ⅱ-Ⅵ
族化合物半導体薄膜に関する研究

7 2004.3 大枝真一 博士（工学）
東京都立科学技
術大学

免疫型マルチエージェントニューラル
ネットワークの提案

8 2004.9 福地健一 博士（工学） 千葉大学
レーザー誘起蛍光法を用いた植物葉の
環境ストレス評価に関する研究

9 2006.3 黒田孝春 博士（学術） 千葉大学
YAGレーザ第4高調波を用いたシリコン
の流水中加工におけるNNとGAを併用
したレーザ照射条件の推定

10 2006.3 丸山真佐夫 博士（工学）
豊橋技術科学大
学

再演と巻き戻し実行に基づく並列プログ
ラムのデバッギング手法の研究

11 2006.3 石川雅朗 博士（水産学） 東京水産大学
魚道の評価のための魚群行動モデル
に関する研究

 

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－②－２ 

学内紀要に報告された論文発表等の件数 

 

期間 研究論文 本校紀要 学会発表 著書・訳書等学会賞等
2000年10月～2001年9月 33 20 57 9 5
2001年10月～2002年9月 31 16 52 8 2
2002年10月～2003年9月 35 22 50 6 3
2003年10月～2004年9月 25 26 74 7 1
2004年10月～2005年9月 31 16 52 8 2

計 155 100 285 38 13 
（件数には，共著者・共同発表者の重複カウントを含んでいない）    

 

（出典：木更津工業高等専門学校紀要35号～第39号研究業績目録） 

資料Ａ－１－②－３ 

科学研究費補助金制度講演会資料 

 

木更津工業高等専門学校 
科学研究費補助金制度講演会日程表 

 

１．日 時  平成 14年 6月 27日（木）15：30－16：50 

２．場 所  図書館ホール 

３．参加者  本校教職員 約 70名 

４．講 師  文部科学省研究振興局研究助成課企画室長 

５．次 第  進行 庶務課長 

      15：30～ 開会 

        15：32～ 教務主事挨拶 

        15：37～「科学研究費補助金制度について」講演 

             文部科学省研究振興局研究助成課  

企画室長 

16：30～ 質疑応答 

16：50  閉会 

 

６．配布資料  科研費（21世紀の知的基盤形成を担う独創的・先駆的な研究の推進） 

       〔文部科学省・日本学術振興会 作成〕  

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－②－５ 

共同研究，受託研究，奨学寄附金，受託試験の件数 

 

（単位 千円） 
2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 年度 
件

数 
金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件

数 
金額 

共 同 研 究 1 3,000 1 2,000 3 5,600 7 10,230 9 13,610 

受 託 研 究 0 0 0 0 2 1,250 1 105 3 1,618 

奨学寄附金 15 11,700 16 11,563 16 9,180 20 12,930 18 10,900 

受 託 試 験 25 169 32 353 68 636 23 152 57 125 

 

（出典：平成16・17年度地域共同テクノセンター事業活動報告） 

資料Ａ－１－②－４ 

科学研究費補助金制度採択状況 

 

（単位 千円） 

基盤 B 基盤 C 奨励 A 奨励 B 若手 B 合計 
年度 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 件数 金額 件数 金額 

2001年度 (1) 2,300 1 1,800 1(4) 3,900    2(5) 8,000 

2002年度   3(1) 5,100    2 1,900 5(1) 7,000 

2003年度   1(2) 2,500    3(1) 5,400 4(3) 7,900 

2004年度   1(2) 2,000    1(4) 3,900 2(6) 5,900 

2005年度   (2) 1,300 2 1,440  1(2) 3,400 3(4) 6,140 

2006年度   5(1) 10,200    (1) 1,100 5(2) 11,300 

※(  )は継続分 

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－②－６ 

平成17年度共同研究・受託研究申込一覧 

平成18年2月28日 現在 （単位：円）

学 　科   等研究担当者 研究題目 共同研究者（企業等名） 申込（受入）年月日 申込金額

電気電子工学科 岡 本 保放射線検出用ＣｄＺｎＴｅ膜の膜質向上（２） (株)島津製作所 平成17年4月27日 3,000,000

電子制御工学科 ※ 鈴 木 聡高感度ポテンショスタット性能改善の研究 (株)カケンジェネックス 平成17年4月27日 500,000

環境都市工学科 ※ 黒 川 章 二
塩害劣化環境に位置するＲＣ構造物の維持管理手法の構築
に関する研究

東電工業(株) 平成17年6月9日 6,500,000

機械工学科 林 田 和 宏灯油燃料性状の火炎温度、火炎輝度への影響に関する検討 （財）石油産業活性化センター 平成17年6月20日 1,120,000

電子制御工学科 鈴 木 聡
SiC中間層を仲介としたSi上高品位Ⅲ－Ⅴ族窒化物半導体
の成長とその光学評価

長岡技術科学大学 平成17年7月1日 430,000

環境都市工学科 佐 藤 恒 明
既設耐候性鋼橋の腐食調査に基づいた適用範囲の拡大に関
する研究

長岡技術科学大学 平成17年7月1日 360,000

電子制御工学科 角 田 幸 紀マルチバンドアンテナの研究 日本電気(株) 平成17年10月12日 500,000

機械工学科 黒 田 孝 春レーザ光によるボールネジの焼き入れ法の開発 黒田精工（株） 平成17年11月18日 200,000

機械工学科 高 橋 秀 雄撚りコードの力学的解析に関する研究 （株）ブリジストン 平成18年1月31日 1,000,000

9件 13,610,000

平　成　１７　年　度　共　同　研　究　申　込　一　覧

 

 

平成18年2月28日 現在 （単位：円）

学 　科   等研究担当者 研究題目 委託者（企業等名） 申込（受入）年月日 申込金額

環境都市工学科 上 村 繁 樹
微生物による硫黄酸化還元サイクル機能を活性化した次
世代の水資源循環技術の開発に関する先導調査

寿工業(株) 平成17年6月15日 367,500

機械工学科 大 藤 晃 義介護予防事業 木更津市 平成17年9月5日 1,050,000

電子制御工学科 鈴 木 聡ＰＩＣ　ＣＰＵ　の部品化 ナプソン(株) 平成17年9月16日 200,000

3件 1,617,500

平　成　１７　年　度　受　託　研　究　申　込　一　覧

 

 

（出典：会計課資料） 
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資料Ａ－１－②－７ 

平成17年寄付金受入実績一覧 
（単位：円）

学 　科   等寄 附 金 の 名 称 寄 附 目 的 寄     附     者申 請 年 月 日寄 附 金 額 受 入 年 月 日

環境都市工学科 高橋克夫奨学寄附金 研究助成のため (株)建設企画コンサルタント 平成17年3月23日 800,000平成17年5月18日

環境都市工学科 黒川章二奨学寄附金 研究助成のため フジモリ産業（株） 平成17年3月23日 500,000平成17年5月20日

環境都市工学科 上村繁樹奨学寄附金 研究助成のため （財）双葉電子記念財団 平成17年3月23日 1,000,000平成17年5月17日

環境都市工学科 上村繁樹奨学寄附金 研究助成のため （財）国土技術研究センター 平成17年3月28日 1,000,000平成17年4月26日

機械工学科 高橋秀雄奨学寄附金 研究助成のため (社)精密工学会 平成17年4月18日 600,000平成17年5月23日

環境都市工学科 黒川章二奨学寄附金 研究助成のため 日本板硝子（株) 平成17年4月28日 500,000平成17年5月31日

機械工学科 林田和宏奨学寄附金 研究助成のため （財）日本科学協会（納付者は研究担当者） 平成17年5月16日 540,000平成17年6月7日

機械工学科 黒田孝春奨学寄附金 研究助成のため （株）ケーアイテクノ 平成17年5月19日 300,000平成17年6月9日

電子制御工学科 橘川五郎奨学寄附金 教育実践研究助成のため （社）発明協会（納付者は研究担当者） 平成17年5月26日 330,000平成17年6月17日

機械工学科 大藤晃義奨学寄附金 研究助成のため （社）軽金属学会（納付者は研究担当者） 平成17年6月16日 150,000平成17年6月29日

木更津高専 木更津高専奨励奨学寄附金 教育奨励のため 木更津工業高等専門学校後援会 平成17年6月20日 3,690,000平成17年6月30日

機械工学科 黒田孝春奨学寄附金 研究助成のため （有）プローブエース 平成17年8月17日 100,000平成17年9月30日

環境都市工学科 石田博樹奨学寄附金 研究助成のため （財）青葉工業振興会 平成17年8月19日 250,000平成17年9月13日

電子制御工学科 鴇田正俊奨学寄附金 研究助成のため 林　護 平成17年8月30日 100,000平成17年9月8日

環境都市工学科 佐藤恒明奨学寄附金 研究助成のため (社)日本鉄鋼連盟 平成17年11月9日 170,000平成17年12月9日

環境都市工学科 鬼塚信弘奨学寄附金 研究助成のため (社)日本鉄鋼連盟 平成17年11月9日 170,000平成17年12月9日

人文・基礎学系 一般教育研究会奨学寄附金 一般教育研究助成のため (株)学術図書出版社 平成18年1月5日 400,000平成18年1月19日

機械工学科 高橋秀雄奨学寄附金 研究助成のため アムテック(有) 平成18年2月28日 300,000平成18年3月13日

18件 10,900,000                                                                                                                                           

 

（出典：会計課資料） 

 

資料Ａ－１－②－８ 

共同研究等が学生の研究テーマとなった例（2005年度） 

指導教員 企業名 テーマ

岡本  保 島津製作所(株)

・近接昇華法による放射線検出用CdZnTe多結晶膜の作製と評価
・フォトルミネッセンス法によるCdZnTe多結晶膜の評価
・CdZnTe多結晶膜の基板温度依存性の検討
・CdZnTe膜のPLスペクトルの励起光強度依存性
・CdZnTeのX線吸収特性の解析
・近接昇華法による放射線検出用CdZnTe多結晶膜の作製

角田幸紀 日本電気（株） ・マルチバンドアンテナの研究

黒川章二 東電工業（株） ・RC梁の鉄筋及び腐食鉄筋を持つRC梁の疲労

青木優介 東電工業（株） ・硝酸銀噴霧法におけるコンクリート変色境界の塩化物イオン濃度

青木優介 東電工業（株） ・一軸拘束試験による断面修復用モルタルの収縮ひび割れ特性評価

黒田孝春 黒田精工（株） ・鋼板の焼入れに関する研究

黒田孝春 （株）ケーアイテクノ ・全自動土嚢製造機に関する研究

大藤晃義 木更津市 ・介護予防の身体に及ぼす効果

鈴木聡 ナプソン株式会社 ・PICマイコンを用いたシーケンス制御

佐藤恒明 長岡技術科学大学 ・房総地域の耐候性鋼を使用した橋梁の現況調査

高橋秀雄 ブリジストン（株） ・撚りコードの強度に関する研究

上村繁樹 寿工業（株）
・下向流スポンジ懸垂型（DHS）リアクターによるふん便性大腸菌群の
除去能力に関する研究

林田和宏
石油産業活性化
センター（財）

・GTL灯油の燃焼特性の解析
 

（出典：JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料Ａ－１－②－９ 

共同研究における「技術・製品等の創出・改善」， 

「特許等の出願」，「特許等の取得」に関する実績 

実施
年度

教員名 企業名 項目 概要

2001 黒川章二 計測リサーチコンサルタント㈱ 技術開発 ＥＭセンサによる各種鋼材の応力計測についての研究

2002
高橋邦夫
福地健一

新菱冷熱（株） 特許取得 植物の育成診断方法（特3346373号）

2002
高橋秀雄
石井孝一,他

君津マイカーセンター（有） 特許出願
自動車のウィンドウガラスと車体部との接合部の近くを
分離する技術

2002 上村繁樹 石川島播磨工業（株） 特許出願 メタン発酵用微生物担体

2002 上村繁樹 大成建設（株） 技術改善
畜産廃業物用メタン発酵槽における殺菌技術の評価と
改善

2002 黒川章二 計測リサーチコンサルタント㈱ 技術開発
ＥＭセンサによるプレストレス力の計測及びＰＣ梁緊張
材の応力モニタリングについての研究

2003 石出忠輝 インテックリサーチ（有）
技術

アドバイス

「磁気処理システムを応用した、貯水池、湖沼、ダム等
における水質浄化システムの研究開発」　：　流れの可
視化手法について、技術的なアドバイスを行なった。

2003 石出忠輝 さつき製作所 技術検証
「小型風車の開発」　：　企業より提出された風車設計図
面における空力的な検証を担当した。

2003
石川雅之
鈴木聡
星野真紀

株式会社カケンジェネックス 技術開発 液中水晶発振回路の安定化

2003 黒川章二 計測リサーチコンサルタント㈱ 技術開発
光ファイバーを用いた断面修復済みＲＣ梁底面の引張
変位計測に関する研究

2003 黒川章二 東電工業㈱ 技術開発
既コンクリート下地面の処理方法、および補修材の収
縮特性に着目した断面修復工法の補修効果に関する

2004
石川雅之
鈴木聡
星野真紀

株式会社カケンジェネックス 技術開発 水晶振動子液中発振の安定化

2004
鈴木聡
石川雅之
星野真紀

株式会社カケンジェネックス 技術開発 マルチチャンネル高感度ポテンショスタットの開発

2004

高橋邦夫
福地健一
岡本保
大澤寛

国際化工(株) 製品開発 サンマ用LED集魚灯の開発

2004 岡本保 ㈱島津製作所 技術開発 放射線検出用CdZnTe膜の膜質向上

2004
黒川章二
青木優介

東電工業㈱ 技術開発
腐食鉄筋を有する断面修復梁の耐久性および補修材
料の若材齢クリープに関する研究

2005 大藤晃義
スマートセンサーテ
クノロジー(有)

技術開発 歩行動作解析装置の実用化，応用化へむけての研究

2005
鈴木聡
石川雅之
星野真紀

カケンジェネックス(株) 技術開発 高感度ポテンショスタット性能改善の研究

2005 鈴木聡 ナプソン(株) 技術開発 PIC　CPUの部品化

2005

高橋邦夫
福地健一
岡本保
大澤寛

国際化工(株) 製品開発 サンマ用LED集魚灯の開発

2005 小田功 ＪＦＥメカニカル(株)千葉事業所 技術開発
圧延材表面の微小な凹凸模様を光を用いて非接触で
測定する技術の開発

2005 岡本保 ㈱島津製作所 技術開発 放射線検出用CdZnTe膜の膜質向上

2005
高橋邦夫
岡本保

千葉県水産総合研究センター 技術開発 レーザー誘起蛍光法を用いた海苔の生育診断

2005
黒川章二
青木優介

東電工業㈱ 技術開発
塩害劣化環境に位置するＲＣ構造物の維持管理手法
の構築に関する研究  

（出典：JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料Ａ－１－②－10（１／２） 

共同研究における「論文発表」，「学会発表」， 

「成果報告」，「各種受賞」に関する実績 

実施
年度

教職員名 項目 外部機関名 概要

2001 大藤晃義 学会賞受賞
マニュアルメ
ディスン研究

日本カイロプラクティック徒手医学会優秀論文賞受賞

2001 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

磁歪センサによる各種鋼材の応力計測、プレスとレストコンクリート技術協会 第11回
シンポジウム論文集（2001. 11）、pp.101～106.

2002 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

ＥＭセンサによるプレストレス力の計測、土木学会第5７回年次学術講演会（2002.10）
CS6-15,pp.284～285

2002 黒川章二 学術論文
計測リサーチ
コンサルタント

EMセンサを用いたPC鋼材の引張力モニタリング実験、土木学会応用力学論文集
(2002.8)、Vol.5、pp.817～826.

2002 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

LONG TERM STRESS MONITARING USING ELASTO-MAGNETIC SENSOR、
fib 2002 Congresss W-97、2002.10

2002 上村繁樹 学術論文 石川島播磨
有機性固形廃棄物のアンモニア阻害の抑制に関する研究，工業用水，第526号，ｐ8-
15

2003 大藤晃義 学会賞受賞
マニュアルメ
ディスン研究

日本カイロプラクティック徒手医学会優秀論文賞受賞

2003 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

Monitoring based maintenance by utilizing actual-stress sensory technology、1st
Conference on Structural Health Monitoring Infrastructure, November, 13-15,
2003, Tokyo, Japan.

2003 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

Monitoring based maintenance by utilizing actual-stress sensory technology、 9th
East-Asia-Pacific Conference on Structural Engineering and Construction,
December 16-18, 2003, Bali, Indonesia.

2003 黒川章二
嶋野慶次

学会発表 東電工業
高性能吹き付けモルタルにより断面修復した鉄筋コンクリートの疲労試験、土木学会第
58回年次学術講演会概要集、2003.9．

2003 黒川章二
嶋野慶次

学会発表 東電工業
高性能吹き付けモルタルにより断面修復した鉄筋コンクリート梁の載荷実験、土木学会
第58回年次学術講演会概要集、2003.9．

2003 黒川章二
嶋野慶次

学術論文
計測リサーチ
コンサルタント

光ファイバーを用いた断面修復済み鉄筋コンクリート梁底面の引張変位計測、土木学
会応用力学論文集6（2003）1017-1024．

2003 黒川章二
嶋野慶次

学術論文 東電工業
高性能吹き付けモルタルを用いた断面修復RC梁の疲労性状、コンクリート工学年次論
文集、26[1](2004) 1785-1790.

2004

高橋邦夫
福地健一
岡本保
大澤寛

研究成果
報告書

国際化工(株)
さんま棒受網用集魚灯光源の技術開発，平成16年度水産業構造改革加速化技術開発
事業（水産業一般型）報告書，Ｈ17．3，社団法人海洋水産システム協会，Ｐ1-40

2004 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

CONCRETE SUTRUCTURE HELTH MONITORING SYSTEM BY UTILIZING
ACTUAL-STRESS-MEASUREMENT-BASED、 4th International Conference
under Service Conditions of Enviroument and Loading, June 27-July 1, 2004.
Seoul,Korea.

2004
青木優介
黒川章二
嶋野慶次

学術論文
計測リサーチ
コンサルタント

鉄筋の実応力測定におけるＥＭセンサーの適応性、コンクリート工学年次論文集、26
[1]　(2004) 1983-1988.

2004
青木優介
黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

EMセンサーを用いた鉄筋応力測定における応力算出式の適用性、土木学会第58回
年次学術講演会、2004年9月．

2004 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

PC梁における鉄筋の実応力計測によるプレストレスの推定について、プレスとレストコ
ンクリート技術協会シンポジウム論文集、（13）（2004）291-296.

 

（出典：JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料Ａ－１－②－10（２／２） 

共同研究における「論文発表」，「学会発表」， 

「成果報告」，「各種受賞」に関する実績 

実施
年度

教職員名 項目 外部機関名 概要

2004 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

Global Concrete Structure Monitoring by utilizing Fiber Optic Sensor, 2nd
International Conference on Bridge Maintenance, Safety and Management,
October 19-22, 2004, Kyoto, Japan.

2004 黒川章二
嶋野慶次

学会発表 東電工業(株)
ウォータージェットで界面処理した断面修復RC梁の疲労試験、第31回土木学会関東支
部技術研究発表会、2004.3．

2004 黒川章二
嶋野慶次

学会発表
計測リサーチ
コンサルタント

「光ファイバーセンサによるRC梁の変形モニタリング実験」；第31回土木学会関東支部
技術研究発表会、2004.3．

2004 黒川章二
嶋野慶次

学術論文 東電工業(株)
高性能吹き付けモルタルを用いた断面修復RC梁の疲労性状、コンクリート工学年次論
文集、26[1](2004) 1785-1790.

2004 上村繁樹 学術論文 大成建設(株)
畜産廃棄物系バイオガスプラントにおける指標微生物の動向，用水と廃水，第46巻第5
号，ｐ43-49

2004 高橋邦夫
福地健一

学術論文 新菱冷熱（株）
弱光などのストレスを受ける屋内樹木のレーザ誘起蛍光誘導期現象の新たな解析法，
農業気象，第60巻，第2号，123-131頁

2005
鈴木久夫，
相川正美，
林田和宏

学会発表 半兵衛炭の会 土窯で作った炭の性質に関する研究，日本福祉工学会第8回学術講演会，2005年11月

2005 岡本保他 学会発表 ㈱島津製作所
近接昇華法によるCdZnTe多結晶膜の作製と評価，2006年春季 第53回応用物理学関
係連合講演会、22p-ZH-14、2006年3月（東京）

2005 岡本保他 学会発表 ㈱島津製作所
フォトルミネッセンス法によるCdZnTe多結晶膜の評価，2006年春季 第53回応用物理
学関係連合講演会、22p-ZH-15、2006年3月（東京）

2005 岡本保
高橋邦夫他

学会発表
千葉県水産総合
研究センター

LIF法を用いた海苔のストレス診断，第6回レーザー学会東京支部研究会、P-30、2006
年3月（東京）

2005 岡本保
高橋邦夫他

学会発表
千葉県水産総合
研究センター

レーザー誘起蛍光法による海苔の生育診断
平成18年度日本水産学会大会、669、2006年3月（高知）

2005

岡本保
高橋邦夫
福地健一
大澤寛他

学会発表
国際化工㈱
朝日エティック㈱

集魚灯評価用照度計に関する基礎研究，平成18年度日本水産学会大会、1301、2006
年3月（高知）

2005 黒川章二
嶋野慶次

学術論文
計測リサーチ
コンサルタント

Monitoring based maintenance stress sensory technology,INSTTUTE OF
PHYSICS PUBLISHING Smart Mater. Struct.14(2005)S68-S78

2005
青木優介
黒川章二
嶋野慶次

学会発表 東電工業(株)
リング型拘束試験で測定した繊維補強モルタルの引張有効弾性係、第32回土木学会
関東支部技術研究発表会、2005.3．

2005
青木優介
黒川章二
嶋野慶次

学術論文 東電工業(株)
拘束形態の異なる断面補修用モルタルの収縮ひび割れ特性、コンクリート工学年次論
文集、27　[1]　(2005).

2005
鬼塚信弘
金井太一
佐藤恒明

学会発表
関東天然瓦斯開

発(株）
「天然ガス採取に伴う深層土の物理的・化学的性質」土木学会第60回年次学術講演会
講演概要集、pp.669-670、2005年9月

2005
青木優介
黒川章二
嶋野慶次

学会発表 東電工業(株)
硝酸銀噴霧法におけるコンクリート変色境界の塩化物イオン濃度，第33回土木学会関
東支部技術研究発表講演概要集，CD-ROM，2006.3

2005
青木優介
黒川章二
嶋野慶次

学会発表 東電工業(株)
モルタルの収縮ひび割れ特性におよぼす部材寸法の影響，第23回土木学会関東支部
新潟会研究調査発表会論文集，pp.268-269，2005.11

 

（出典：JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料Ａ－１－②－11 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会会員リスト 

2006.4.1現在

番号 会　　　　員　　　　名 番号 会　　　　員　　　　名

1 IDE 41 (有)丸和建材社

2 JFEメカニカル（株）千葉事業所 42 (有)三ツ矢精密

3 アムテック(有) 43 (有)ミトマ工業

4 アロマ工芸(株) 44 (有)君津マイカーｾﾝﾀｰ

5 (株)アスク 45 梶原塗装(株)千葉支店

6 (株)エーアイエス 46 (株)市原建設

7 (株)ケーアイテクノ 47 (有)マイホームタカハシ

8 (株)さわや 48 共栄海運(株)

9 (株)ジーテック 49 君津信用組合

10 (株)写楽館 50 (株)千葉銀行法人部

11 (株)総洋リサイクル 51 (株)葵商事

12 (株)竜場工務店 52 (株)千葉興業銀行(営業統括部ﾅﾚｯｼﾞｾﾝﾀｰ）

13 (株)チヨダサイエンス 53 平野コンクリート工業(株)

14 (株)長野建設 54 千葉県コンクリート製品協同組合

15 (株)不二越製作所 55 (有)キャドサポート・ホシノ

16 関東建設(株) 56 ロッキー工業(株)

17 JFEテクノリサーチ(株) 57 ワッケン建設(有)

18 木更津木材(株) 58 ワタナベ印刷(株)

19 共和電気工事(株) 59 医療法人社団鵬会ケアセンターきさらづ

20 クラリオンシステムハウス(株) 60 M&E技術

21 国際化工(株) 61 (株)ヤマイチ企業

22 寿住宅設備機器(株) 62 (株)ホテル八宝苑

23 駒井鉄工(株) 63 ナプソン(株)

24 社会福祉法人慈心会　木更津南清苑 64 シャープシステムプロダクト（株）

25 新葉産建(株) 65 （株）マンザキ

26 綜和熱学工業(株) 66 共栄電設（株）

27 太陽工業(株) 67 （株）鈴木商館君津営業所

28 千葉オイレッシュ(株) 68 （株）日鉄エレックス君津支店

29 千葉県教材(株) 69 六幸電気工業（株）

30 つかれず普及会南関東本部 70 日泉化学(株）千葉工場

31 愛情果（有） 71 (有）中塚クリーンセンター

32 日鉄ハード(株) 72 (株)イノセ

33 春川鉄工(株) 73 (株)椿コンサルタント

34 富洋観光開発(株) 74 千葉共栄建材（株）

35 (有)インテックリサーチ 75 （株）正木設計

36 (有)エヌケーホーム 76 関東自動車工業（株）

37 (有)クリーン２１ 77 TMCシステム（株）

38 (有)小林鉄工所 78 （有）サニー工芸

39 (有)田井組土建 79 （有）ワイエヌエスエラステック

40 (有)本田水設工業 80 昭和電業社（株）

技術振興交流会企業会員リスト

 

2006.4.1現在

番号 会　　　　　　　員　　　　　　　名 番号 会　　　　　　　員　　　　　　　名

1 木更津市立南清小学校 8 富津市富津商工会

2 木更津市立木更津第一中学校 9 富津市大佐和商工会

3 木更津市立太田中学校 10 富津市天羽商工会

4 君津市立周西中学校 11 袖ケ浦市商工会

5 君津市立君津中学校 12 木更津市富来田商工会

6 木更津商工会議所 13 松村志真秀（名誉教授）

7 君津商工会議所 14 千葉県水産総合研究センター

技術振興交流会　特別会員リスト

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－②－12（１／２） 

2004年度技術振興交流会分科会実施状況 

 

№ 分 科 会 名 実 施 年 月 日 

１ 環境管理技術 
第１回2004年5月13日（木），第２回2004年8月14日（水） 

第３回2005年３月23日（水） 

２ 医療・福祉機器 
第１回2004年５月18日（火），第２回2004年９月28日（火） 

特別講演会2005年１月18日（火） 

３ 教材開発 

第１回2004年5月17日（月），第２回2004年7月15日（水） 

第３回2004月9月16日（木），第４回2004月11月18日（木） 

第５回2005年2月3日（木） 

４ 光応用技術 
第１回2004年5月20日（木），第２回2004年9月７日（火） 

第３回2004月11月26日（金） 

５ 
社会基盤の 

メンテナンス 

第１回2004年5月25日（火），第２回2005年1月28日（金） 

６ ロボット・自動化 第１回2004年5月19日（水），第２回2004年7月28日（水） 

７ 通信・アンテナ 
第１回2004年5月26日（水），第２回2004年9月15日（水） 

第３回2004年12月22日（水），第４回2005年1月19日（水） 

８ 
画像情報 

 

第１回2004年5月24日（月），第２回2004年10月22日（金） 

第３回 2004年 12月 17日（金），特別講演会 2005年 1月 1８日

（火） 

９ 機械・制御系 第１回2004年5月11日（火），第２回2004年11月24日（水） 

10 電子・電気系 
第１回2004年5月27日（水），第２回2004年9月22日（水） 

第３回2004年11月30日（水） 

11 情報系 

第１回2004年5月21日（金），第２回2004年7月14日（金） 

第３回2004年9月15日（水），第４回2004年11月24日（水） 

第５回2005年2月2日（水），特別講演会2005年3月4日（火） 

12 環境・土木系 
第１回2004年5月14日（金），第２回2004年7月9日（金） 

第３回2004年11月5日（金） 

13 自動車リサイクル技術 

第１回2004 年5月12日（水），第２回2004年7月7日（水） 

第３回2004年8月19日（木），第４回2004年10月26日（火） 

第５回2005年3月3日（木） 

14 異業種融合 

第１回2004年5月28日（金），第２回2004年6月24日（木） 

第３回2004年７月27日（火），第４回2204年9月28日（火） 

第５回2004年10月26日（火），第６回2004年11月24日（水） 

第７回2004年12月21日（火），第８回2004年1月17日（火） 

第９回2004年2月24日（木），第１０回2004年3月24日（木） 

 

（出典：平成16年度地域共同テクノセンター事業活動報告） 
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資料Ａ－１－②－12（２／２） 

2005年度技術振興交流会分科会実施状況 

 

№ 分 科 会 名 実 施 年 月 日 

１ 環境管理技術 

第１回2005年6月17日（金）講演会 

第２回2005年８月19日（金）,第３回2005年11月25日（金） 

第４回2006年3月13日（月）講演会 

２ 医療・福祉機器 
第１回2005年9月26日（月），第２回2006年2月10日（金） 

第３回2006年2月22日（水） 

３ 教材開発 
第１回2005年５月13日（金），第２回2005年7月7日（水） 

第３回2005年10月21日（金），第４回2006年1月26日（木） 

４ 光応用技術 第１回2005年6月10日（金），第２回2006年1月2７日（金） 

５ 
社会基盤の 

メンテナンス 

第１回2005年7月8日（金） 

６ ロボット・自動化 第１回2005年7月20日（水） 

７ 通信・アンテナ 
第１回2005年6月15日（水），第２回2005年9月14日（水） 

第３回2006年2月1日（水） 

８ 画像情報 

第１回2005年6月22日（水），第２回2005年12月9日（金） 

第３回2006年2月10日（金），第４回2006年3月31日（金） 

９ 機械・制御系 第１回2005年5月18日（水） 

10 電子・電気系 
第１回2005年10月18日（火） 

第２回2006年1月27日（金）講演会 

11 情報系 

第１回2005年7月6日（水），第２回2005年9月7日（水）講演会 

第３回2005年11月9日（水），第４回2006年1月18日（水） 

第５回2006年3月8日（水）講演会 

12 環境・土木系 

第１回2005年5月27日（金） 

第２回2005年10月7日（金） 

第３回2006年3月13日（月）講演会 

13 自動車リサイクル技術 
第１回2005年11月29日（火） 

14 異業種融合 

第１回2005年4月28日（木），第２回2005年5月26日（木） 

第３回2005年6月30日（木），第４回2205年7月28日（木） 

第５回2005年10月27日（木），第６回2005年11月24日（木） 

第７回2006年1月26日（木），第８回2006年2月23日（木） 

第９回2006年3月30日（木） 

 

（出典：平成17年度地域共同テクノセンター事業活動報告） 



木更津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 586 - 

資料Ａ－１－②－13 

第4回テクノフォーラム取材記事 

 

（出典：2006年3月16日（木）毎日新聞） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 直近５年間に新たに博士号を取得した現職教員が11名おり，理科系教員の博士号取得率が64.0%に
達した。直近５年間の論文発表件数は255件，学会発表件数は285件，各種受賞は13件であった

こと等から，着実に組織としての研究力が向上していることが分かる。 

2004年３月に発足した技術振興交流会には，多くの地域企業，近隣学校が組織会員となって参加し

ており，14の分科会において発足２年間で述べ98回の会議及び特別講演会が開催された。また，一般

に開かれたテクノフォーラムも発足２年間で４回開催され延べ423名の参加者を集める等の成果を上

げている。それらの活動結果として，共同研究，受託研究等の件数も年々増加しており，研究成果が

学術論文，学会発表，研究成果報告書等によって着実に公表されている。 

 以上のことから，研究活動を通して本校の社会的存在意義を十分にアピールすると同時に，教育研

究力を確実に地域に還元することができており，目的に沿った活動の成果が十分に上げられていると

評価できる。 

 

観点１－③：  研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備され，

機能しているか。 

 

（観点に係る状況）  

 研究活動等の実施状況や問題点の把握は，テクノセンター運営委員会が行っている。資料Ａ－１－

①－２（地域共同テクノセンター組織図）に示した通り，テクノセンター運営に関する事務は，本校

庶務課が担当しており，共同研究，受託研究，技術相談，奨学寄附金受入れ等の窓口となっている。

テクノセンター運営委員会はセンター長の他に全学科学系より委員が選出されており，全教員の意見

を吸い上げる体制が整っている（資料Ａ－１－③－１）。同委員会は2004年度に７回，2005年度に６

回開催され，研究活動の計画及び点検・改善等が行われた（資料Ａ－１－③－２）。 

 地域交流の拠点となる技術振興交流会は，資料Ａ－１－①－16（木更津高専技術振興交流会組織

図）に示した通り，テクノセンター長及び３名の副センター長が理事として，庶務課長が幹事として

本校より参加するが，会長，副会長，監事等の役員のほとんどは地域企業，商工会議所等の公共機関

の人に依頼しており（資料Ａ－１－③－３），本校の研究活動に対して，外部の意見が強く反映され

る形になっている。技術振興交流会役員会は年２回行われており，事業内容の問題点抽出や分科会統

廃合等の具体的改善案が審議されている（資料Ａ－１－③－４）。 

 テクノセンターの主な事業内容は，事業報告書（2005年度発行部数：1000部）で毎年公表しており

（資料Ａ－１－③－５），更に詳細な活動内容を事業活動報告（資料Ａ－１－③－６）としてまとめ，

その中で自己点検も行っている。事業報告書及び事業活動報告は，テクノセンターウェブページでも

公開している。また，技術振興交流会の活動に関しても，年度ごとに活動報告を行っている（資料Ａ

－１－③－７）。その中で各分科会の活動内容の報告が義務付けられており，会員は，自分が所属し

ていない分科会の具体的な研究活動も把握することができるシステムとなっている。各分科会の委員

長は本校の教員が当り，副委員長は外部会員に依頼しており，分科会活動の問題点が客観的に抽出さ

れやすい仕組みとなっている（資料Ａ－１－③－８）。更に，問題が発生した場合は，分科会委員長

会議で吸い上げるシステムとなっている（資料Ａ－１－③－９）。 

 その他に，2004年９月に「地域共同テクノセンターの現状」に関する，外部評価（資料Ａ－１－③

－10）を受け，その評価結果をもとに，様々な改善を行っている（資料Ａ－１－③－11）。例えば，
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「更なるPRが必要である」という指摘に対して，資料Ａ－１－③－９（技術振興交流会分科会委員長

会議議事要旨）に示したように，教員による企業訪問や技術振興交流会ホームページ立上げ等の具体

的な改善を行った。 

 

資料Ａ－１－③－１ 

地域共同テクノセンター運営委員会委員と事務部担当者 

 

 

  センター長    小平眞次（電気電子工学科） 

  副センター長   大澤 寛（電気電子工学科）  鈴木 聡（電子制御工学科） 

           佐藤恒明（環境都市工学科） 

 

  センター委員   五十嵐譲介（人文学系）    高橋邦夫（基礎学系） 

           板垣貴喜（機械工学科）    大澤 寛（電気電子工学科） 

           鈴木 聡（電子制御工学科）  東 雄二（情報工学科） 

           高橋克夫（環境都市工学科）  五島正己（事務部長） 

 

  生涯学習担当   田村和士（基礎学系） 

 

   事務部     原 稔継 庶務課長      斉藤 正 庶務課専門職員 

           大坪竹雄 庶務係長      仲川 強 庶務主任 

 
（出典：平成17年度地域共同テクノセンター事業活動報告） 
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資料Ａ－１－③－２ 

第６回 地域共同テクノセンター運営委員会議事要旨 

 

１．日 時  平成１８年2月27日（火） 17:00～18:30 

２．場 所  第2会議室 

３．出席者  小平（委員長）、大澤、鈴木聡、佐藤、板垣、東、高橋克、五十嵐 

（欠席者：田村，高橋邦） 

４．議 事 

【議 題】 

１．平成１８年度地域共同テクノセンター事業計画（案）について 

 テクノセンター長から事業計画１４件についての説明があった。 

 本件は学内での審議に提出するものであるから、学内に与えられた予算を取り合うことになる

ので、もっと現実的な金額に修正してはどうか、との意見が出たが、本件のような計画段階での

予算申請ではこのような額になっても仕方がないとの意見が多く、このまま了承された。 

 特別教育研究経費に関する、連携融合事業経費について、センター長から説明があった。 

 経費の申請主旨からして、環境の鬼塚先生の「環境・人にやさしい地盤系舗装の計測解析シス

テム」を申請することに決まった。 

 

【連絡報告】 

１．第４回テクノフォーラムについて 

 鈴木委員から講演時間の変更等について説明があった。 

（詳細は技術振興交流会のウェブページに） 

 センターニュースの締め切り３／２８。各委員は原稿の提出を再度依頼。 

 見学の計画は東委員。案内は、東・板垣委員で担当。前回回れなかった栗本先生の実験室を最

初にとのこと。 技術相談は佐藤委員が担当 

 

２．東葛テクノプラザにおける技術相談担当者について 

 資料にて確認した 

 

３．平成１８年度公開講座実施計画について 

 項目、担当等の確認後、各講座の予算が決定し次第、再検討することになった。 

 

【その他】 

 木更津商工会議所の青年会のイベントについて 

（出典：庶務課資料） 



木更津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 590 - 

資料Ａ－１－③－３ 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会 役員・顧問所属 

役　職　名 所　　　　　　　　　　属 備　　　　　　考

顧　　　　問 木更津市長

〃 木更津商工会議所会頭

〃 君津商工会議所会頭

〃 君津地区商工会連絡協議会会長

〃 木更津工業高等専門学校長

会　　　　長 (株)長野建設代表取締役社長

副　会　長 (株)アスク代表取締役会長

〃 春川鉄工(株)代表取締役

〃 富津オートサービス代表

〃 (有)三ツ矢精密

理　　　事 (有)本田水設工業代表取締役

〃 伊藤土建代表取締役

〃 (有)丸和建材社代表取締役

〃 寿住宅設備機器(株)代表取締役

〃 富洋観光開発(株)代表取締役

〃 木更津商工会議所専務理事

〃 木更津高専地域共同テクノセンター長 事務局長兼務

〃 　　　　〃　　　　　　副テクノセンター長 広報担当

〃 　　　　〃　　　　　　副テクノセンター長 フォーラム担当

〃 　　　　〃　　　　　　副テクノセンター長 分科会担当

監　　　事 (株)さわや代表取締役社長

〃 千葉オイレッシュ(株)代表取締役

幹　　　事 木更津商工会議所経営指導員

〃 君津商工会議所中小企業相談所長

〃 富津市大佐和商工会主任経営指導員

〃 袖ケ浦市商工会経営指導員

〃 木更津高専庶務課長

平成18年4月1日

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－③－４ 

木更津工業高等専門学校技術振興交流会役員会議事要旨 
 

１．日 時   平成１８年２月１０日（金）１５：３０～１６：５０ 

２．場 所   木更津工業高等専門学校第２会議室 

３．出席者   １３名 

４．欠席者    ９名 

５．議 事 

   原幹事の司会で、 

（１） 会長及び小平理事（事務局長）のあいさつ、 

（２） 配付資料の確認後、 

 

長野会長が議長を務め、次のとおり審議が行われた。 

（１）新年度の交流会活動について 

議長から、交流会も発足後２年となり、３年目となる１８年度に向けて、 

① 会員の拡大策 

② 事業内容 

③ 役員の改選 

            等、交流会活動活性化について意見・提言をお願いしたいとの発議後、各役員から次のような意

見等があった。 

① 会員の拡大策について 

・ 南総地区（館山・鴨川等）の会員が少ない。商工会議所、商工会等を通じて活発な案内

を行う必要がある。 

・ 千葉大学では「千葉大学支援会」が発足し、４月から学内ＴＬOを立ち上げる予定とのこ

と。木更津高専も将来のＴＬO設立に向け地道に会員増を図って行く。 

・ 新会社（ＴＬO）の設立を目指して行けばよいのではないか。小さくスタートして徐々に

大きくすればよい。 

・ 地域とのコーディネートをする者が必要である。（OB等学外者） 

     ② 事業内容について 

・ 分科会については、統廃合も視野に入れて検討を行っていく。 

・ 高専の設備等を積極的に紹介し、会員に利用いただく。 

・ 焦点ぼけの分科会が見受けられる。テーマごとのＷＧ、研究会等の設置が必要。 

・ 木更津市等近隣４市では、産業祭等を行っている。そのような校外活動に学生等を積極

的に参加させていただきたい。 

     ③ 役員の改選について 

・ 役員については、交流会の基礎が固まっていないこともあり、可能な限り継続でお願い

する。 

（２）その他 

 ① 経済産業省による雇用促進事業について 

    大澤理事から、千葉県産業振興センターが経済産業省の事業に応募し、 

2005年度に調査費が付き、木更津高専も協力している。内容は、2007年度に向けて団塊世代

の退職により、技術の継承が難しくなっているため、若手技術者の再教育を高専が担当するこ

とになっている。そのためのアンケート調査を行ったが、交流会会員企業の者にお願いした。

（事後承諾となった） 

2006年度に申請して、通れば本校において技術教育を行うことになるので今後とも協力をお願

いしたいとの依頼があった。 

     ② 交流会ホームページについて 

       大澤理事から、交流会のホームページを立ち上げた。会員企業の積極的な登録をお願いしたい

旨の依頼とホームページの内容の説明が行われた。 

     ③ 第４回テクノフォーラムについて 

       鈴木理事から、フォーラムの内容の説明があった。 

 

     司会から、本日の案件に対する意見を今後の交流会活動に活かしていく旨の発言があった。 

以上 

 
（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－③－５ 

地域共同テクノセンター事業報告書 

 

 

（出典：http://www.kisarazu.ac.jp/techno/report2002.htm， 

地域共同テクノセンターウェブページより） 
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資料Ａ－１－③－６ 

地域共同テクノセンター事業活動報告目次 

 

平成１8年3月31日 

平成17年度 

地域共同テクノセンター事業活動報告 

  報告項目 

Ⅰ 平成１７年度活動の結果と点検評価 

１． 新たな活動 

１）２００５サイエンススクエア 

２）木更津市アーカイブ画像撮影 

３）理数大好きモデル地域事業 

４）電源地域における雇用推進対策調査事業 

５）技術振興交流会ホームページの立ち上げ 

６）電子顕微鏡室設備公開の準備 

２．継承した事業活動 

１）木更津高専技術振興交流会への協力事業 

２）技術相談事業 

３）研究・試験事業 

４）研究・技術成果公開・出展に関する事業 

５）生涯学習事業 

６）講演講師派遣事業 

７）広報事業 

８）審議委員等の派遣事業 

９）交流事業 

１０）その他 

３．実現したい活動等 

１）事業を推進・持続できるシステムの構築 

２）運営資金を確保できる事業の検討 

Ⅱ 運営委員会の実績 

Ⅲ 運営委員会委員と事務部担当 
 

（出典：平成17年度地域共同テクノセンター事業活動報告，現地閲覧資料28） 
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資料Ａ－１－③－７ 

木更津高専技術振興交流会2004年度報告 

 

（出典：木更津高専技術振興交流会2004年度報告，現地閲覧資料29） 
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資料Ａ－１－③－８ 
 

木更津高専技術振興交流会2004年度報告 各分科会の報告 

 

（出典：木更津高専技術振興交流会 2004年度報告） 

学外委員 
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資料Ａ－１－③－９ 

技術振興交流会分科会委員長会議議事要旨（第１回） 

 

１．日 時  平成１７年6月9日（木）１５：２０～１６：００ 

２．場 所  第2会議室 

３．出席者  小平、大澤、鈴木聡、佐藤、高橋克、高橋邦、石井、斉藤（栗本の

代理）、天摩、高橋秀、（事務：斉藤） 

４．議 事 

（１）平成17年度の交流会活動方針について 

 小平センター長から、5月 18日に開催された技術振興交流会定期総会での決定

事項について、次のとおり報告があった。 

① 会則を一部改正し、本校教職員及び退職した教職員で希望する者を特別会員

とすることを明記した。 

②平成 17年度予算が承認され、分科会については、1分科会当り 40,000円（14

分科会）、共通経費として 50,000円、合計で 610,000円が使用できることとなっ

た。なお、使用に際しては、立替払いを原則とし、領収書を事務局（斉藤）に提出

すれば１週間程度で支払可能である。 

③平成 17年度交流会事業計画書について、今年度は、例年実施している事業の

ほかに次の事業を新たに計画し実施する。 

・技術講習会の開催    電子顕微鏡関係を整備し実施 

・木更津高専教員による会員企業訪問    分科会単位及び企業取材等 

・技術振興交流会ホームページ立ち上げ    現在内容について検討中 

                      大澤先生が中心で作成する 

（２）分科会の開催日程について 

小平センター長から、平成１７年度の分科会の開催日程を早めに計画し、事務局

（斉藤）及び 17年度の分科会担当理事の佐藤副センター長へ連絡すること。ま

た、分科会開催後、速やかに議事要旨を作成し、佐藤及び事務局へ提出するよう依

頼があった。（年度報告を作成する資料とするため）。なお、佐藤副センター長か

ら、１７年度開催計画については、６月１５日（水）までに連絡するよう依頼があ

った。 

以上 

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ａ－１－③－10 
 

外部評価（地域共同テクノセンターの現状） 

 

 

（出典：外部評価報告書平成16年11月） 

 



木更津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 598 - 

 

資料Ａ－１－③－11 

外部評価に対する対応を示す資料 
 

平成16年度 第４回地域共同テクノセンター運営委員会 

日 時  平成16年10月19日（火） 15：20～17：00 

場 所  第１会議室 

欠 席  田村，石井，原，斉藤，大坪 

【議 題】 

１．地域共同テクノセンター事業役割分担について（案）・・・資 料１ 

 特に，技術振興会々報誌とテクノニュースのあり方・必要性について様々な議論があり，再度検討するこ

ととなった。また，各担当について一部決定（資料に記載）したが，残りについては責任者が人選し庶務係

に連絡，次回の委員会で報告することとなった。 

【連絡報告】 

 １．駅前高専「テレワークセミナー」の実施について・・・資 料 ２ 

    公開講座を含め，来年度に向けＰＲの方法等再検討することとなった。 

 ２．生涯学習実施報告の依頼・・・資 料 ３ 

    特になし。 

 ３．第２回全国高専テクノフォーラム参加報告・・・資料なし 

    鈴木副センター長より，参加報告があった。 

    また，センター長より第３回については長岡高専が幹事校で７月２１日に開催 

   される予定である旨補足があった。 

 ４．地域共同テクノセンター前期活動報告・・・資 料 ４ 

 出前授業について，事業を拡大するにはそれなりの予算の確保が必要であるため，テクノセンター

運営経費全体を今後見直すこととなった。 

 ５．特許申請について・・・資料なし 

    センター長より，環境都市石田教授の発明届についての経過報告があった。 

 

【その他】 

 １．第１回テクノフォーラム新聞記事紹介・・・資 料 ５ 

   特になし。 

 ２．技術相談調書の提出について（依頼）・・・資料なし 

   センター長より，些細なことでも出来るだけ提出するよう周知依頼があった。 

 ３．共同研究・受託研究の促進について・・・資料なし 

  センター長より，自己収入拡大のためにも積極的に受け入れを促進するよう 

   依頼があった。 

 ４．外部評価について・・・資料なし 

センター長より，提出された意見書に基づき，今後改善すべき点を再認識し改善していくよう依頼が

あった。 

 ５．異業種交流プラザ講演報告 

    高橋克夫委員より，追加配布の資料により１０月１４日の講演報告があった。 

 

（出典：平成16年度 第４回地域共同テクノセンター運営委員会議事要旨） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 テクノセンターを運営規程に従って適切に運営し，研究活動等の実施状況や問題点を把握するため

に，テクノセンター運営委員会が組織されている。テクノセンター運営委員会は全学科学系より委員

が選出されており，全教員の意見を吸い上げる体制が整っている。 

テクノセンター運営委員会では，テクノセンター及び技術振興交流会における活動の実施状況につ

いて，定期的に活動報告を行っている。また，技術振興交流会役員や分科会副委員長を学外委員に依

頼し，技術振興交流会役員会議や技術振興交流会分科会委員長会議を開催して，定期的に研究活動の

点検を行っている。 

以上の体制に加え，実際に外部評価による指摘に対しても迅速に対応し，改善を行った実績もある

事から，研究活動の実施状況や問題点を把握し改善を図っていくための体制が適切に整備され機能し

ていると評価できる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 外部との窓口を地域共同テクノセンターに一本化し，テクノセンター運営委員会を中心として積極

的に地域との連携を図っている点。 

技術振興交流会を発足し，実践的なテーマを設定して，一般会員と本校教員から構成される14の分

科会を設け，設定したテーマのもとに相互交流と会員への情報提供を積極的に行い，一般に開かれた

テクノフォーラムを年間２回開催し，学外会員による講演会，技術相談会等を開催することで，精力

的にニーズの探索を行った結果，共同研究，受託研究等の件数が年々増加している点。 

 テクノセンターガイドブック，テクノセンターニュース，事業報告書の発行やウェブページにより，

積極的にシーズの発信を行っている点。 

 

（改善を要する点）  

 特に無い。 
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（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

 

 本校では，教育研究力を地域産業界に還元し本校の社会的な存在意義を高めていくために，地域

社会とのコミュニケーションを深め地域社会の要求を把握し，ニーズとシーズを見極めた研究を遂行

するとともに，外部機関との共同研究を推進している。 

 本校設立当初より，地域企業との共同研究や受託研究は活発に行われていたが，2001年３月に木更

津工業高等専門学校地域共同テクノセンターを設立し，共同研究・受託研究・受託試験・奨学寄附金

の受入れ，技術相談の実施，公開講座等の開講を組織的に行う体制を整え，その運営に当たってテク

ノセンター運営委員会を組織することで，本校と地域社会・企業等との結びつきの一層の推進を図っ

た。また，地域社会と情報を交換し連携を深める場として，2004年３月に技術振興交流会を発足し，

実践的なテーマを設定して，一般会員と本校教員から構成される14の分科会を設け，設定したテーマ

のもとに相互交流と会員への情報提供を積極的に行っている。また，一般に開かれたテクノフォーラ

ムを年間２回開催し，学外会員による講演会，技術相談会等を開催することで，精力的にニーズの探

索を行うと同時に，テクノセンターガイドブック及びテクノセンターニュースの発行やウェブページ

を用いて，積極的にシーズの発信も行っている。 

直近５年間に新たに博士号を取得した現職教員が11名おり，理科系教員の博士号取得率が64.0%に
達し，直近５年間の論文発表件数は255件，学会発表件数は285件，各種受賞は13件と組織として

の研究力が向上している。技術振興交流会の分科会では，発足２年間で述べ98回の会議及び特別講演

会を開催し，テクノフォーラムには発足２年間で延べ423名が参加しており，これらの活動を通して，

本校の社会的存在意義を十分にアピールすると同時に，教育研究力を確実に地域に還元している。 

テクノセンター運営委員会では，テクノセンター及び技術振興交流会における活動の実施状況につ

いて，定期的に活動報告を行っている。また，技術振興交流会役員や分科会副委員長を学外会員に依

頼し，技術振興交流会役員会議や技術振興交流会分科会委員長会議を開催して，定期的に研究活動の

点検を行っており，研究活動の実施状況や問題点を把握し改善を図っていくための体制が適切に整備

され機能している。 

 以上のことから，本校の研究活動が目的に沿って適切に行われ，研究活動の成果が十分に上がって

いるものと評価できる。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が非常に優れている。 
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選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）観点ごとの分析 

観点１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，一般社会人の生涯教育のサポート及び地域小中学生の学習意欲の向上を目的とした公開

講座等の教育サービスを地域共同テクノセンター事業の一環として実施している（資料Ｂ－１－①－

１），（資料Ｂ－１－①－２）。 

公開講座等を実施するに当たっては，公開講座（オープンセミナー）実施要領（資料Ｂ－１－①－

３）に従って，実施する前年度末に実施計画書（資料Ｂ－１－①－４）を庶務係に提出し，テクノセ

ンター運営委員会にて承認を得ることが必要である（資料Ｂ－１－①－５）。 

テクノセンター運営委員会で承認された公開講座等の内容（講座の名称及び概要，対象者，募集定

員， 受講料 開催日 受付期間，申込用紙）の一覧は，テクノセンターウェブページのイベント情報

にて公開される（資料Ｂ－１－①－６）。また，木更津市の広報「きさらづ」及び地域機関誌「房総

ファミリア」に掲載を依頼し，広報を行っている（資料Ｂ－１－①－７），（資料Ｂ－１－①－８）。 

2005年度に行われた公開講座等の講座名一覧（資料Ｂ－１－①－９）を示す（2001－2004年度実

績は現地資料とする）。2004年度までの公開講座は有料と無料のものが混在していたが，2005年度

からは，公開講座は原則として有料とし，無料のものをオープンセミナーと称することにした。また，

木更津市との協働で木更津高専テレワークセミナーを JR木更津駅前アインスビル内のテレワークセ

ンターにて実施している。 

過去５年間で公開講座等の開設講座数は10講座から43講座まで約４倍に増加し，それに伴って受

講者数は，218名から 421名まで約２倍に増加している（資料Ｂ－１－①－10）。講座の内容は資料

Ｂ－１－①－９（2005年度公開講座等の実績）に示した通り，本校の研究技術力を地域に還元する

と同時に地域のニーズに対応して多岐に及んでいる。一般社会人を対象としたものとしては専門技術

や資格取得に関する講座の他，パソコン入門講座，語学講座，スポーツ講座等広範囲を網羅しており，

社会人の生涯学習をサポートするものとして適切な内容となっている。また，小中学生を対象とした

ものでは，パソコンの自作，橋作り，鋳造，レゴロボット等のものづくり体験講座のほか，パソコン

リテラシー教室，科学実験教室，スポーツ教室，環境問題を扱う講座等多岐に及んでおり，小中学生

の学習意欲の向上に寄与する内容となっている。また，講座終了時の受講者アンケートにおいて「今

後開いて欲しい講座」の希望調査を行い，受講者のニーズを探っている（資料Ｂ－１－①－11）。 

上述した公開講座等の他に，文部科学省「科学技術・理科大好きプラン」サイエンス・パートナー

シップ・プログラム研究者招聘講座及び近隣小中学校の要請に応じて積極的に出前授業に対して講師

を派遣している（資料Ｂ－１－①－12）。また，1997年より基礎学系の理科教員を中心として科学教

室「青少年のためのおもしろサイエンス」を定期的に開催しており，現在に至るまで延べ1937名の小

中学生を対象として飛行機，万華鏡，炭電池自動車等のものづくり教室や放射線科学，地球環境問題

等テーマとした講演会を行った（資料Ｂ－１－①－13）。また，2004年8月にかずさアカデミアホー

ルで開催された「ものづくり夢フェスタ2004（日本高専学会主催，本校共催）」（資料Ｂ－１－①－

14）及び2005年8月に国立科学博物館で開催された「2005夏休みサイエンススクエア」（資料Ｂ－１

－①－15）においても，積極的に講師及びアシスタント学生を派遣し，ものづくり体験授業を実施し，

地域小中学生に対して専門的な視点で科学技術に対する興味・関心を与え，理科の学習意欲向上に大
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きく貢献している。 

 

 

 

資料Ｂ－１－①－１ 

木更津工業高等専門学校地域共同テクノセンター運営規程(抜粋) 
平成12年11月15日  規則第8号 

 
 
（業務） 

第3条 センターは、次に掲げる業務を行う。 

(1) 産業界との共同研究及び技術相談等研究交流に関すること。 

(2) 技術セミナー及び技術研修会に関すること。 

(3) 学内共同研究に関すること。 

(4) ものづくり教育の推進に関すること。 

(5) 公開講座に関すること。 

(6) 電子顕微鏡室の運営に関すること。 

(7) その他センターの推進に関する必要な事項。 

 

（出典：木更津工業高等専門学校広報第19号） 
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資料Ｂ－１－①－２ 

地域共同テクノセンターウェブページ（活動の目的） 

 
（出典：http://www.kisarazu.ac.jp/techno/index.html， 

地域共同テクノセンターウェブページの活動目的） 
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資料Ｂ－１－①－３ 

平成17年度公開講座（オープンセミナー）実施要領 

１．使用施設について 

  ・以前に作成された実施計画書を再度ご確認のうえ，各講座（セミナー）の責任者（以下「責任

者」という。）において使用施設の予約・調整等を行ってください。 

２．受講申し込み受付について 

  ・庶務課庶務係において行います。（申込時に徴収すべき料金等の代行納付を含む。） 

  ・受付時には，受講希望者に対し講座（セミナー）の要項及び受付完了の確認通知文書を交付しま

す。（この他，別途配布してほしい連絡文書等がありましたら受付開始日の１週間前までに仲川

まで原稿をご提出願います。） 

  ・受付終了後，名簿の写しを責任者に配布しますので当日の出欠等にご利用ください。 

  ・受講希望者がいなかった場合又は受講希望者が定員を超えそうな場合には責任者にご相談させて

頂きます。 

３．必要物品について 

  ・以前，責任者より提出された内訳書により庶務課庶務係より会計課用度係へ発注依頼をいたしま

す。（再度お手元の控えを確認され，納期に相当日数がかかりそうな物品についてはあらかじめ

庶務課庶務係へご連絡ください。） 

  ・物品の仕様等詳細については会計課用度係より責任者に問い合わせます。 

  ・物品の受け渡しは，会計課用度係より責任者にご連絡いたします。 

４．補助学生の弁当について 

  ・講座（セミナー）計画書により予定された人数分の弁当を当日の１１時３０分に門衛所に配達さ

れるように庶務課庶務係にて手配しますので，原則責任者において守衛より受領願います。 

  ・弁当のカラ箱は，印刷室前のゴミ箱に捨てるよう補助学生への指導方お願いします。 

   （屋外のゴミ箱へは絶対に捨てないようにしてください。） 

  ・講座（セミナー）終了後，別途責任者宛に配布します「補助学生出席確認表」に補助学生本人の

記名捺印をさせ同書類を庶務課庶務係にご提出ください。 

５．休日等勤務を要しない日に講座（セミナー）を実施する場合 

  ・責任者が取りまとめのうえ，「週休日の振替及び半日勤務時間の割振り変更簿」を事前に提出し

てください。 

６．講座（セミナー）当日について 

・当日は，各講座（セミナー）の教職員スタッフと補助学生により講座（セミナー）を開催してくださ

い。 

  ・正門掲示用の立て看板は庶務課庶務係で作成し用意しておきますので，当日の準備の際に掲示願

います。その他の掲示物は各講座（セミナー）のスタッフにてご用意ください。 

※案内板が必要な方は事前に庶務課庶務係に申し出てください。 

 サイズ：高さ101㎝・幅33㎝ 

 掲示面：縦48㎝×横28㎝（最大Ａ３縦の用紙が収まるサイズです。） 

    用意できる枚数：７枚程度 

 

７．講座（セミナー）の記録等のお願い 

  ①受講人数の記録：受付終了後にお渡しした名簿にチェックする等し，参加者名簿として 

           庶務課庶務係へ提出願います。 

  ②受講者アンケート：今年度より中期計画に基づき受講者からの満足度調査を中心にアンケートを

実施することになりました。事前に責任者に受講者相当分の用紙をお渡ししま

すので，講座（セミナー）終了後回収のうえ庶務課庶務係に提出願います。 

  ③記録写真：可能な限り，当日の模様をデジカメ等に記録されデータとしてご提供くだされば幸い

です。デジカメを庶務課で２台保有しておりますのでどうぞご利用ください。 

８．その他 

 上記の他必要な事項については，庶務課庶務係と責任者においてご連絡・相談させていただきま

す。よろしくご協力お願いいたします。 

（出典：平成17年度公開講座（オープンセミナー）実施要領） 



木更津工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

- 605 - 

資料Ｂ－１－①－４ 

平成17年度公開講座等実施計画書の作成例 

平成  年  月  日作成 

区 分 公開講座 ●オープンセミナー 駅前高専(ﾃﾚﾜｰｸｾﾐﾅｰ) 

講 座 の 名 称 パソコンで「ネームプレ－ト」を作ろう！ 

講 座 の 概 要 

絵や文字を機械を使って彫るには，複雑なプログラムを作らねば

ならないので，以前はとても難しいものでした。 

 でも最近はコンピュータ等の進歩により，ワープロを打つのと同

じくらい手軽に出来るようになりました。 

 この講座では，パソコンで動く彫刻機を使って，プラスチックの

板に文字や図形を彫って江オリジナルのプレートを作ります。 

 ぜひ，かっこいい，素敵な物を作って，キーホルダーや自分の部

屋のドアに貼ったりしてみましょう！ 

開 催 日 時 
7月10日(土)～  月  日( ) （9時 30分～16時 00分）(6時

間） 

場 所 ＳＣＳ講義室 

対 象 者 及 び 

募 集 人 員 
小学生高学年 １０名 

受 講 費 用 
無料 ・●実費 500円（材料費）・機構で定める講習料(公開講

座) 

特 記 事 項 筆記用具，昼食 

所   属 氏   名 

○○工学科  ◎ 木更津 太郎 

○○工学科    祇園 花子 

    

講座担当教職員 

    

備品・消耗品費 
１６，７５０円（【内訳書】添付のこ

と） 

補助学生経費 ３，０００円（  ５名  １日） 

外部講師謝金 ０円（   名  時間） 

学 内 に お け る 

所 要 経 費 

計 １９，７５０円 

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－５ 

公開講座等実施計画書の作成依頼文 

 

平成１８年３月６日 

公開講座 

オープンセミナー  担当者 各位 

テレワークセミナー 

                       地域共同テクノセンター長 

                             小 平 眞 次 

 

平成18年度公開講座等実施計画書の作成について（依頼） 

 

 このことについて，予算資料及びＰＲ資料作成のため下記書類を作成のうえ庶務課庶務係ま

で提出してくださるようよろしくお願いいたします。 

 なお，作成して頂いた調書を取りまとめのうえ地域共同テクノセンター運営委員会に議題提

出いたしますので，期限厳守のうえ作成・提出くださるよう重ねてお願いいたします。 

記 

 

〔作成・提出していただく書類〕 

１．（別紙１－１）平成18年度公開講座等実施計画書【個別表】 

２．（別紙２）平成18年度公開講座等「備品・消耗品費」【内訳書】 

 

〔提出先及び提出期限〕 

         庶務課庶務係   ３月１７日（金）まで 

 

☆不明な点やご質問等ございましたら，庶務係（大坪）までお訪ねください。 

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－６ 

平成17年度木更津工業高等専門学校公開講座開催一覧 

No. 

講座の名称 

（クリックすると内容が表示されま

す。） 

対象者 

募

集 

定

員 

受講

料 
開催日 受付期間 申込用紙 

内容等

の 

最終更

新日 

1 
ｗｅｂカメラを用いた静止画配信技法 

（高校生以上対象）【第１回】 
高校生以上 

10

名 

5,400

円 
5 月 21 日(土) 

5 月 9～13

日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

2 
住宅建築のための地盤の基礎知識 

－ 講義と簡易現場試験 － 
一般社会人 

10

名 

5,400

円 
5 月 22 日(日) 

5 月 9～13

日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

3 
中学３年生のためのタッチタイピン

グ 

４時間で完全マスター【第１回】 

中学３年生 
5

名 

2,700

円 
7 月 23 日(土) 7 月 4～8 日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

4 
中学３年生のためのタッチタイピン

グ 

４時間で完全マスター【第２回】 

中学３年生 
5

名 

2,700

円 
7 月 24 日(日) 7 月 4～8 日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

5 ＰＣの自作講座  ～ 入門編 ～ 
中学３年生 

以上 

6

名 

6,400

円 
7/26(火)・27(水) 7 月 4～8 日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

6 移動ロボット製作教室 中学生 
25

名 

3,700

円 

7/26(火)～

28(木) 
7 月 4～8 日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

7 
ｗｅｂカメラを用いた静止画配信技法 

（中学生対象） 
中学生 

10

名 

2,700

円 
8 月 3 日(水) 

7 月 11～15

日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

8 Ｐｏｖ－ＲａｙによるＣＧ作成入門 
小学高学年 

以上 

20

名 

6,400

円 
8 月 6 日(土) 

7 月 11～15

日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

9 

電気主任技術者第３種のための直

前講座 

（回路，電磁，応用，機器） 

一般社会人 
10

名 

7,400

円 
8/6(土)・7(日) 

7 月 11～15

日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

10 土木技術者のためのＥｘｃｅｌ入門 一般社会人 
20

名 

6,400

円 
8/6(土)・7(日) 

7 月 26 日ま

で 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

11 Ｔｅｘの初歩の初歩 中高教諭 
20

名 

6,400

円 
8/27(土)・28(日) 

7 月 25～29

日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

12 
ｗｅｂカメラを用いた静止画配信技法 

（高校生以上対象）【第２回】 
高校生以上 

10

名 

5,400

円 
10 月 22 日(土) 

10 月 3～14

日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

13 シェイクスピアを楽しもう 高校生以上 
30

名 

5,400

円 
11 月 6 日(日) 

10 月 3～14

日 

ｗｏｒｄ形式 

ＰＤＦ形式 

講座終

了 

（出典：http://www.kisarazu.ac.jp/kokai/kokaikoza/pkokai.htm， 

地域共同テクノセンターウェブページ，イベント情報「公開講座」） 
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資料Ｂ－１－①－７ 

公開講座等に関する広報活動の例 

対　象 講　　　座　　　名
開催期間
（予定）

掲載予定日
（原稿期限）

募集
人員

小学生
木更津高専ウェルネス講座　Ⅰ
「柔道ってどんなもの」

７月11日
10:00～11:30

６月１日（火）
（５月１日）

20名

小学生高学
年以上

パソコンで「ネームプレートを作ろう」
７月17日
　9:30～16:00

６月１日（火）
（５月１日）

10名

中学生以上 背骨と健康
７月19日
13:00～16:00

６月１日（火）
（５月１日）

35名

中学3年生
以上

パソコン製作入門編
7月26日～27日
10:00～16:00

７月１日（木）
（６月１日）

6名

中学生以上 Ｉ Ｔ講習会
７月27日
10:00～16:00

７月１日（木）
（６月１日）

30名

中学生 移動ロボット製作教室
7月27日～29日
10:00～15:00

７月１日（木）
（６月１日）

35名

一般社会人
「振動関係公害防止管理者」試験準
備講座　-振動の性質と測定技術-

7月28日～29日
10:00～16:00

７月１日（木）
（６月１日）

6名

中学生
木更津高専ウェルネス講座　Ⅱ
「短距離走の技術・トレーニング教室」

7月31日
10:00～12:00

７月１日（木）
（６月１日）

20名

中学生以上 英語スピーチの方法
８月４日
13:00～16:00

７月１日（木）
（６月１日）

30名

高校生以上 Ｌｉｎｕｘ入門
８月７日
10:00～17:00

７月１日（木）
（６月１日）

20名

一般社会人
「電気主任技術者第３種」のための直
前講座

８月7～8日
10:00～17:00

７月１日（木）
（６月１日）

10名

一般社会人 「持続可能な社会」について考える
８月28日
 9:30～12:00

８月１日（日）
（７月１日）

20名

小学高学年
～中１

木更津高専ウェルネス講座　Ⅲ
「ジュニアバレーボール教室」

9/11･18･25,10/2
13:00～16:00

８月１日（日）
（７月１日）

30名

65歳未満の
社会人

木更津高専ウェルネス講座　Ⅳ
「スポーツテストで体力診断」

10月10日
10:00～15:00

９月１日（水）
（７月３０日）

40名

小学生高学
年以上

鋳造で「メダルを作ろう」
11月６日
　9:30～16:00

１０月１日（金）
（９月１日）

10名

計　１５講座 292名

７/５～９

受付期間

Ｈ16．5．11　現在

６/７～11

７/５～９

９/６～10

８/23～27

６/７～11

６/７～11

１０/４～８

平成16年度公開講座広報「きさらづ」掲載予定

７/12～16

７/12～16

７/12～16

８/２～６

７/５～９

７/５～９

７/５～９

 

対　象 講　　　座　　　名
開催期間
（予定）

掲載予定日
（原稿期限）

募集
人員

小学生
木更津高専ウェルネス講座　Ⅰ
「柔道ってどんなもの」

７月11日
10:00～11:30

６月５or６日
（５月２２日）

20名

小学生高学
年以上

パソコンで「ネームプレートを作ろう」
７月17日
　9:30～16:00

６月５or６日
（５月２２日）

10名

中学生以上 背骨と健康
７月19日
13:00～16:00

６月５or６日
（５月２２日）

35名

中学3年生
以上

パソコン製作入門編
7月26日～27日
10:00～16:00

７月３or４日
（６月１９日）

6名

中学生以上 Ｉ Ｔ講習会
７月27日
10:00～16:00

７月３or４日
（６月１９日）

30名

中学生 移動ロボット製作教室
7月27日～29日
10:00～15:00

７月３or４日
（６月１９日）

35名

一般社会人
「振動関係公害防止管理者」試験準
備講座　-振動の性質と測定技術-

7月28日～29日
10:00～16:00

７月３or４日
（６月１９日）

6名

中学生
木更津高専ウェルネス講座　Ⅱ
「短距離走の技術・トレーニング教室」

7月31日
10:00～12:00

７月３or４日
（６月１９日）

20名

中学生以上 英語スピーチの方法
８月４日
13:00～16:00

７月10or11日
（６月２６日）

30名

高校生以上 Ｌｉｎｕｘ入門
８月７日
10:00～17:00

７月10or11日
（６月２６日）

20名

一般社会人
「電気主任技術者第３種」のための直
前講座

８月7～8日
10:00～17:00

７月10or11日
（６月２６日）

10名

一般社会人 「持続可能な社会」について考える
８月28日
 9:30～12:00

7/31or8/1
（７月１７日）

20名

小学高学年
～中１

木更津高専ウェルネス講座　Ⅲ
「ジュニアバレーボール教室」

9/11･18･25,10/2
13:00～16:00

８月21or22日
（８月７日）

30名

65歳未満の
社会人

木更津高専ウェルネス講座　Ⅳ
「スポーツテストで体力診断」

10月10日
10:00～15:00

９月４or５日
（８月２１日）

40名

小学生高学
年以上

鋳造で「メダルを作ろう」
11月６日
　9:30～16:00

10月２or３日
（９月１８日）

10名

計　１５講座 292名

１０/４～８

平成16年度公開講座｢房総ﾌｧﾐﾘｱ｣掲載予定

７/12～16

７/12～16

７/12～16

８/２～６

７/５～９

７/５～９

７/５～９

７/５～９

受付期間

Ｈ16．5．11　現在

６/７～11

７/５～９

９/６～10

８/23～27

６/７～11

６/７～11

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－８ 

公開講座実施内容の房総ファミリア新聞掲載例 

 

（出典：2005年10月８日房総ファミリア新聞） 
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資料Ｂ－１－①－９ 

2005年度公開講座等の実績 

番号 種別 講座名 担当学科 対象 開催日 定員 受講者数

1 公開講座
Webカメラを用いた静止画配信
技法(1)

電子制御 一般 5月21日 10 2

2 公開講座
住宅建築のための地盤の基礎
知識

環境都市 一般 5月22日 10 0

3 公開講座
中学3年生の為のタッチタイピン
グ(1)

環境都市 中学 7月23日 5 0

4 公開講座
中学3年生の為のタッチタイピン
グ(2)

環境都市 中学 7月24日 5 3

5 公開講座 PCの自作講座　～入門編～ 電子制御 中学・一般 7月26日 6 4
6 公開講座 移動ロボット製作教室 電子制御 中学 7月26日 25 17

7 公開講座
Webカメラを用いた静止画配信
技法（中学生対象）

電子制御 中学 8月3日 10 0

8 公開講座 Pov-RayによるCG作成入門 情報 小中 8月6日 20 1

9 公開講座
電気主任技術者第3種のため
の直前講座（回路，電磁，応
用，機器）

電気電子 一般 8月6日 10 0

10 公開講座 土木技術者のためのExcel入門 環境都市 一般 8月6日 20 1
11 公開講座 Texの初歩の初歩 基礎 一般 8月27日 20 0

12 公開講座
Webカメラを用いた静止画配信
技法(2)

電子制御 一般 10月22日 10 2

13 公開講座 シェイクスピアを楽しもう 人文 一般 11月6日 30 0

1 オープンセミナー
パソコンで遊ぼう～初心者のた
めのパソコン教室～

技術教育支援センター中・一般 5月29日 20 30

2 オープンセミナー
ウェルネスセミナー①誰よりも
早く走ろう（１）

人文 中 6月11日 20 14

3 オープンセミナー
ウェルネスセミナー②柔道って
どんなもの

人文 小 7月3日 20 13

4 オープンセミナーパソコンによるプレート彫刻 機械・支援センター中・一般 7月16日 10 6
5 オープンセミナー牛乳パックで橋づくり（１） 環境都市 小 7月21日 5 4
6 オープンセミナー牛乳パックで橋づくり（2） 環境都市 小 7月22日 5 4
7 オープンセミナーIT講習会 ネットワーク情報小中一般 7月26日 30 14
8 オープンセミナー英語リスニング講座 人文 中・一般 8月8日 25 10

9 オープンセミナー
背骨と健康（カイロプラクティッ
クの立場から）

機械 中・一般 8月21日 30 25

10 オープンセミナー実験で理解する鉄筋コンクリー 環境都市 中 8月23日 10 0

11 オープンセミナー
青少年のためのおもしろサイエ
ンス（１）

基礎学系 小中 8月24日 40 46

12 オープンセミナーサンドブラスアート 機械・実習工場中・一般 8月24日 10 11

13 オープンセミナー
地震が起こったとき，あなたなら
どうする？

環境都市 中・一般 8月28日 100 9

14 オープンセミナーエレキギターを作ろう！！ 電気電子 小中 10月1日 10 7

15 オープンセミナー
ウェルネスセミナー③ジュニア
バレーボール教室

人文 小 9月10日 30 50

16 オープンセミナー
ウェルネスセミナー④スポーツ
テストで体力診断

人文 一般 10月15日 40 16

17 オープンセミナー
パソコンで年賀状を作ろう～初
心者のためのWordで年賀状作

技術教育支援センター中・一般 10月23日 20 13

18 オープンセミナー
青少年のためのおもしろサイエ
ンス（2）

基礎学系 小中 10月30日 40 42

19 オープンセミナー鋳造でメダルを作ろう 機械・支援センター中・一般 11月12日 10 6

20 オープンセミナー
ウェルネスセミナー①誰よりも
早く走ろう（2）

人文 中 3月25日 20 7

1 テレワークセミナーアジアの環境破壊を考える 環境都市 中・一般 10月16日 18 4
2 テレワークセミナーカイロプラクティックについて 機械 中・一般 10月16日 18 4

3 テレワークセミナー
ため池や小川の生き物　～貝
に卵を産む魚～

環境都市 一般 11月5日 15 4

4 テレワークセミナーレゴロボット（１） 電子制御 小中 11月6日 10 10

5 テレワークセミナー
パワーポイントでカレンダーを
作ろう

情報 一般 11月13日 18 4

6 テレワークセミナーレゴロボット（2） 電子制御 小中 11月19日 10 10
7 テレワークセミナー身近なものから学ぶ　～電気～ 電子制御 一般 11月20日 10 3
8 テレワークセミナーかんたん年賀状づくり 情報 小中一般 11月26日 18 10
9 テレワークセミナーかんたん！コンクリートづくり 環境都市 小 11月27日 10 9
10 テレワークセミナーエクセルで簡単家計簿です！ 情報 小中一般 11月27日 18 6

2005年度公開講座等の実績

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－10 

公開講座等の開設数・受講者数の推移 

種別 数 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度
講座数 2 4 4 4 13
募集定員 45 105 85 71 181
受講者数 45 77 31 36 30
講座数 3 6 11 10 20
募集定員 56 160 210 245 495
受講者数 100 81 146 171 327
講座数 5 8 16 14 10
募集定員 84 136 266 193 145
受講者数 73 56 69 111 64
講座数 10 18 31 28 43
募集定員 194 401 561 509 821
受講者数 218 214 246 318 421

計

公開講座

オープンセミナー

テレワーク
セミナー

講座数
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（出典：庶務課資料） 
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資料Ｂ－１－①－11 

公開講座（オープンセミナー）受講者アンケート 

 

平成１７年度 公開講座（オープンセミナー）受講者アンケート 
アンケート作成：木更津工業高等専門学校

地域共同テクノセンター

講座（セミナー）名：「                  」 
アンケート回答者：□小学生  □中学生  □高校生  □大学生  □社会人  
 
１．この講座（セミナー）は何を見てお申し込みになりましたか？ 
 □房総ファミリアで見た 
 □木更津工業高等専門学校のホームページで見た 
 □知人から聞いた 
 □その他（                     ）   
２．楽しく受講できましたか？    
 □楽しくできた 
 □どちらともいえない 
 □つまらなかった 
３．説明はわかりやすかったですか？  
 □分かり易かった 
 □どちらでもない 
 □分からない所もあった 
４．レベルはどうでしたか？  
 □適当だった 
 □どちらともいえない 
 □難しかった 
５．この講座（セミナー）の内容は今後何らかの役に立ちそうですか？  
 □役に立ちそう 
 □どちらともいえない        
 □役に立ちそうにない        
６．この講座（セミナー）についての満足度は？       
 □充分満足できた（かなり満足）        
 □概ね満足できた（だいたい満足）       
 □普通        
 □あまり満足できなかった        
 □全く満足できなかった（不満）        
７．お住まいは市内ですか？         
 □市内        
 □市外（      市）        
８．今後開いて欲しい講座（セミナー）があれば下欄にご記入ください。    
 

以上，ご協力ありがとうございました。 

 

（出典：テクノセンター運営委員会資料） 
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資料Ｂ－１－①－12 

2005年度に報告された出前授業の概要 

 

５）生涯学習事業 

（４）支援講座 

出前授業として，以下に示すように８件（16年度 10件，15年度６件）の報があった。対象

となった中学校は昨年度と同数であった。 

①「万華鏡の製作」光の性質の講義及び実験（高橋邦，小藤田，鈴木） 

7月 8日 木更津第一中学校において， １年生 111名に対して「万華鏡の製作」を実施し，

光の性質の講義及び演じ実験を行った。 

（木更津第一中学校によるSPP研究者招聘講座）－高橋邦夫 

②「ホバークラフトの製作」（小田・板垣） 

「一弦エレキギターの製作」（飯田・大澤・浅野・石川） 

「コンクリートはなぜ固まるか」（青木），３テーマ同時の物作り講座  

7月16日 木更津第一中学校において，１年生111名に物作り講座を行った。 

（木更津第一中学校によるSPP研究者招聘講座）   

③「君にもできる光通信体験講座」（栗本・米村） 

「紙コップ簡易光通信」を９月 22日と「光送受信機の製作と通信実験」を９月 29日の２日

に亘って木更津第一中学校の３年生３クラス 100名に対して，光通信を簡単に体験できるキッ

トを用いて，物作り講座を実施した。光通信のキットは木更津高専の開発したものである。 

（木更津第一中学校によるSPP研究者招聘講座） 

④「ゲルマラジオの製作」（飯田・大澤・石川・石井・浅野・石川・立石・今村） 

10月29日 木更津太田中学校１年生110名に対して，ゲルマラジオの製作を行った。 

（理数大好きプランによる研究者招聘講座）           

⑤「君にも作れる光通信」（栗本・大枝・鈴木聡） 

10月31日 太田中学校３年 ４クラス 

（理数大好きプランによる研究者招聘講座） 

⑥「君にも作れる光通信」（栗本・大枝・鈴木聡） 

11月7日 木更津第二中学校３年 選択授業１クラス 

（理数大好きプランによる研究者招聘講座） 

⑦「身近な先端科学技術に関する講演」（栗本・高橋克） 

12月 19日 木更津太田中学校の全校生徒に対して，身近な先端技術について，最近の脳研究

の紹介等を行った 

⑧木更津第三中学校の「地域ふれあい活動デー」における物作り講座（吉井・大澤・田村） 

11月13日 木更津第三中学校のイベントで物作り講座を開き，以下の内容を実施した。 

「自分の香りを作ろう」いくつかの香りを合成して自分のコロンを作る 

「万華鏡の製作」 

（出典：平成17年度地域共同テクノセンター事業活動報告P8-9） 
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資料Ｂ－１－①－13 

青少年のためのおもしろサイエンス資料 

年月日 テーマ
参加人数
(申込数）

運営費

1997年11月2日 ・紙飛行機の製作と滞空競技 50（58） 校費
・エンジンなしで船を動かそう

1998年8月25日 （楠から樟脳を抽出し、その樟脳で 31（36） 財団法人
船を動かす） 総合工学振興会
・マイナス200℃の世界を体感しよう

1998年11月1日 ・紙飛行機の製作と滞空競技 59（67） 財団法人
総合工学振興会

・レモンや炭でおもしろ電池
1999年8月23日 （果物などを使って電池を作る。炭電 30（35） 化学工学会

池による模型自動車の製作と競技）
1999年10月31日 ・紙飛行機の製作と滞空競技 43（50） 化学工学会

・レモンや炭でおもしろ電池 大学開放推進
2000年8月25日 （果物などを使って電池を作る。炭電 40（48） 経費（大学等開

池による模型自動車の製作と競技） 放特別事業）
・おもちゃを作って科学しよう 大学開放推進

2000年10月29日 （紙飛行機、シャボン玉、蒸気船、 65（70） 経費（大学等開
科学マジック） 放特別事業）
・レモンや炭でおもしろ電池 大学と地域特別

2001年8月23日 （果物などを使って電池を作る。炭電 31（37） 事業経費
池による模型自動車の製作と競技）
・おもちゃを作って科学しよう 大学と地域特別

2001年10月28日 （紙飛行機、シャボン玉、蒸気船、 51（41） 事業経費
科学マジック）
・レモンや炭でおもしろ電池 大学と地域特別

2002年8月23日 （果物などを使って電池を作る。炭電 13（15） 事業経費
池による模型自動車の製作と競技）
・おもちゃを作って科学しよう 大学と地域特別

2002年10月27日 （紙飛行機、シャボン玉、蒸気船、 87（81） 事業経費
銀細工、科学マジック）

2003年
・光の不思議万華鏡作りに挑戦！
・炭電池を作っておもちゃを動かそう！

2004年3月20日 ・水蒸気の力で船を動かそう！ 45（48） 校費
・銀細工でペンダントを作ろう！
・低温の世界を体験しよう！
・光の不思議万華鏡作りに挑戦！

2004年10月31日 ・紙飛行機を作って飛ばそう！ 41（5） 校費
・銀細工でペンダントを作ろう！
・低温の世界を体験しよう！
・使用済み天ぷら油から石鹸を作ろう！
・光の不思議万華鏡作りに挑戦！

2005年8月24日 ・水蒸気の力で船を動かそう！ 45（48） 校費
・紙飛行機を作って飛ばそう！
・低温の世界を体験しよう！
・オリーブオイルから石鹸を作ろう！
・光の不思議万華鏡作りに挑戦！

2005年10月30日 ・紙飛行機を作って飛ばそう！ 29（11） 校費
・低温の世界を体験しよう！

校舎改修工事のため中止

青少年のためのおもしろサイエンス実施実績

開催場所：木更津工業高等専門学校

 

年月日 開催場所 テーマ
参加人数
(申込数）

2000年2月29日 君津市立周西中学校

・放射線の科学
・水の話
・果物電池
・科学マジック

全校生徒
（500名）

2001年12月1日 木更津市立第三中学校

・放射線の科学
・地球環境問題
・硫酸の合成
・科学マジック

3年生
（100名）

2002年5月11日
木更津市立中央公民館
（子どもセンター）

・紙飛行機の製作，滞空競技
・プリクラ写真
・温度感知器
・科学マジック

小学校3～6年生
（30名）

2003年7月8日 木更津市立第一中学校
・万華鏡の製作
・光の世界

1年生
（100名）

2003年10月3日 袖ヶ浦市立昭和小学校
・レモンや炭でいろいろ電池
・低温の世界の体験

小学校5，6年生
（230名）

2003年11月8日 木更津市立第一中学校
・万華鏡の製作
・蒸気船の製作，走行

中学校1～3年生
（51名）

2004年7月2日 木更津市立第一中学校
・万華鏡の製作
・光の世界

1年生
（78名）

2004年11月13日 木更津市立第三中学校
・万華鏡の製作
・石鹸作り

中学校1～3年生
（25名）

2004年12月12日 君津市立大和田小学校
・石鹸，線香花火作り
・ケミカルデモンストレーション
（時計反応，火虫実験）

小学校
（18名）

2005年7月8日 木更津市立第一中学校
・万華鏡の製作
・光の世界

1年生
（115名）

2005年11月12日 木更津市立第三中学校
・入浴剤，コロン作り
・万華鏡の製作

中学校1～3年生
（30名）

青少年のためのおもしろサイエンス（出前授業編）実施実績

 

（出典：基礎学系理科教室おもしろサイエンス資料集，現地閲覧資料30） 
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資料Ｂ－１－①－14 

ものづくり夢フェスタ2004資料 

 

 

（出典：高等専門学校の教育と研究第9巻第4号，現地閲覧資料31） 
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資料Ｂ－１－①－15 

2005サイエンススクエア資料 

 

（出典：2005夏休みサイエンススクエアパンフレット「国立科学博物館」） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 テクノセンター運営委員会において公開講座等の実施要領が定められ，実施者に実施計画書の作成

・提出を求めており，それによって実施予定内容の確認，全体の計画立案が行われている。公開講座

等の講座名及び詳しい実施内容はウェブページや地域機関紙，木更津市広報等を通して，広く公開さ

れている。講座の内容は，本校の研究技術力を地域に還元すると同時に，地域のニーズに対応して多

岐に及んでおり，講座数は年々増加し2005年度は43講座にも及んだ。また，地域の要請に応じて各種

出前授業等にも積極的に講師を派遣している。 

 以上のことから正規課程の学生以外に対する教育サービスが，本校の目的に沿って計画的に実施さ

れていることが分かる。 

 

観点１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。ま

た，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

公開講座等の講座数及び受講者数の推移は，資料Ｂ－１－①－11（公開講座等の開設数・受講者数

の推移）に示した通り，年々増加傾向にあり，2005年度の実績では，421名の参加があった。 

2005年度に行った公開講座，オープンセミナー，テレワークセミナーにおける受講者アンケート

（アンケート内容：資料Ｂ－１－①－11参照）の結果を示す（資料Ｂ－１－②－１）。受講者の満

足度については，「充分満足できた」若しくは「概ね満足できた」という回答率は，小中学生対象講

座では 93.1%，社会人対象講座では 90.7%と良好であった。また，小中学生対象講座で，講座が楽し

かったという回答の割合は 94.8%，社会人対象講座で講座の内容が今後役に立つと回答した割合は

90.7%であり，受講者アンケートの結果から，本校の目的である「社会人の生涯教育のサポート，地

域小中学生の学習意欲の向上」に対して十分な成果が上がったと考えられる。 

 活動成果を検証し，教育サービスの改善を図る目的で，公開講座担当者に対し，公開講座実施報告

書の提出を義務付けている（資料Ｂ－１－②－２）。実施報告書の内容は，実施計画書からの変更点，

前年度からの改善点，実施後に行った受講者アンケートに対するコメント及び反省点，次回開講時に

向けての改善点となっており，提出先はテクノセンター運営委員会である。同委員会は，実施報告書

の内容を検討し，委員会において講座内容の問題点抽出，改善の勧告を行うシステムはあるが（資料

Ｂ－１－②－３），現在のところは，講座実施者の自己点検において十分な改善が行われている。実

際の改善例については，平成17年度公開講座実施報告書（現地閲覧資料32）にて示す。 

 また，出前授業等においても，実施後に反省会が行われ，改善につなげている（資料Ｂ－１－②－

４）。 
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資料Ｂ-１-②-１ 

2005年度公開講座等受講者アンケート結果 

公開講
座

オープ
ンセミ
ナー

テレワー
クセミナー

小中学生 社会人 計（数）
小中学
生
(%)

社会人
(%)

計（%）

充分満足できた 23 178 41 148 94 242 63.5% 54.3% 59.3%
概ね満足できた 7 112 15 69 63 134 29.6% 36.4% 32.8%

普通 0 22 2 15 9 24 6.4% 5.2% 5.9%
あまり満足できなかった 0 4 1 1 4 5 0.4% 2.3% 1.2%
全く満足できなかった 0 1 2 0 3 3 0.0% 1.7% 0.7%

役に立ちそう 25 273 171 127 298 82.6% 90.7% 85.9%

どちらともいえない 5 41 34 12 46 16.4% 8.6% 13.3%

役に立ちそうにない 0 3 2 1 3 1.0% 0.7% 0.9%

楽しくできた 28 298 60 221 165 386 94.8% 94.8% 94.6%

どちらともいえない 2 18 0 12 8 20 5.2% 4.6% 4.9%

つまらなかった 0 1 1 0 1 2 0.0% 0.6% 0.5%

満足度

59.3%

32.8%

5.9%

1.2%

0.7%

充分満足できた 概ね満足できた
普通 あまり満足できなかった
全く満足できなかった

役に立つか

86%

13% 1%

役に立ちそう どちらともいえない 役に立ちそうにない

楽しかったか

95%

5%

0%

楽しくできた どちらともいえない つまらなかった

 

（出典：庶務課資料） 
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資料Ｂ-１-②-２ 

公開講座実施報告書の例 

 

平成17年度公開講座等実施報告書 

平成 18年 3月 16日作成 
 

記載責任者 所属： 電子制御工学科 氏名： 鈴 木  聡 

 
区分 公開講座 オープンセミナー 駅前高専（ﾃﾚﾜｰｸｾﾐﾅｰ） 

講座の名称 移動ロボット製作教室 

募集状況 募集定員：    25      名 応募者数：     18       名 受講者数：    17       名 

実施計画書から

の変更点 

予定した募集定員より応募者が少なかったため、担当する教職員数を 6名から 5名に減らした。 

前回からの改善

事項 
（H16年度以前
に実施実績があ

る場合のみ） 

・従来は受験をにらんでか中学 3 年生の参加が多かったが、昨年度あたりから１年生の参加も多

くなってきた。これに伴い、今年度は講義内容を噛み砕いて、1年生にもわかるような工夫を凝ら

した。製作内容は変更していないが、1年生には特に注意を払うようにスタッフにお願いした。 

・製作のとき、トランジスタの向きを間違える受講生が多かった。これは指導書の図がわかりにく

いことと、トランジスタの極性の見分け方を周知していなかったことが原因であることが判明した

ので、今年度は改善した。 

・パソコンによるプログラミングは良く理解できないという声が多かったので、ロボットを制御す

るために最低限必要な事柄に絞り、具体例を挙げて詳しく説明するようにした。 

・ホームページを見て公開講座の開催を知ったという受講生が少なくなかったため、ホームページ

での宣伝にも力を入れた。 

受講生に対する

アンケートの結

果に対するコメ

ントおよび本講

座の反省点 

・満足度、理解度の点において、概ね好評であった。 

・「楽しく受講できましたか」、「説明はわかりやすかったですか」という設問に対して、「どちらで

もない」という回答が数人いたが、自由記述欄には「先生方が親切で、是非高専に入学したい」と

書いてあったので、公開講座を通して高専を知ってもらうという点では有意義なものであったと考

えている。 

・木更津市近郊からの受講者が 2/3であり、残りは千葉市以北であった。かなり遠くから来る受講

者もあり、熱心さに感心した。 

・二足歩行ロボットの製作講座を開いて欲しいという希望が多かった。 

次回開講時に向

けての改善点 

・応募人員が定員に達しなかったため、ホームページ、地域ミニコミ誌などを通して宣伝を強化す

るとともに、中学校の先生方を通して公開講座の周知をはかる必要がある。  

・アンケートで要求があった二足歩行ロボットを公開講座で製作することは難しいが、昆虫形のロ

ボットや中学生向けのロボットコンテストレベルのものを作らせることは可能であるので、次回以

降考えていきたい。 

・本講座で作成する移動ロボットは、パソコンにより制御する。しかし、実際のロボットは自立型

でマイクロコンピュータにより制御されるのが普通である。したがって、マイクロコンピュータに

関する公開講座も必要と思われるので、これに関しては来年度のテーマに取り入れることにした。 

  

（出典：地域共同テクノセンター運営委員会資料，現地閲覧資料32） 
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資料Ｂ-１-②-３ 

公開講座等に関する会議議事要旨（抜粋） 

平成16年度 第６回 

地域共同テクノセンター運営委員会議事要旨 
 

日 時  平成１７年１月１１日（火） １５：２０～１７：２０ 

場 所  第１会議室 

欠席者  田村，相川，鈴木久，石井，庶務課長 

     ※今回，公開講座関係（議題１）のオブザーバーとして総務係長（永井氏） 

     が出席。 

【議 題】 

 １．平成17年度公開講座について 

①実施照会について・・・資 料 １－１ 

②実施計画書について・・・資 料 １－２ 

委員長より資料説明後，様々な議論がなされ，特に①について，講習料収入と支

出予算の関係を明らかにし，年度当初からある程度の既定経費を予算措置すべきと

の意見があったが，議論の結果，原案どおり①実施照会後，各講座責任者に②実施

計画書を提出させたうえで，庶務係において予算資料（収入・支出見込）を作成後，

本委員会において再検討することとなった。 

 〔総務係長補足〕 

  ・できるだけ講習料収入の範囲でオープンセミナー及びテレワークセミナーを含む

全ての講座が開講できることが望ましい。 

  ・「独立行政法人国立高等専門学校機構における授業料その他の費用に関する規則」

第１４条第２項の条文に謳われている講習料の減額については，校長の権限で定

められるとされているが，減額の範囲等，総務係において後日機構本部へ照会す

る。（１月１２日確認）  

 

 第５回 地域共同テクノセンター運営委員会議事要旨 

１．日 時  平成１８年１月１７日（火） 15:20～17:15 

２．場 所  第１会議室 

３．出席者  小平（委員長）、大澤、鈴木聡、佐藤、高橋邦、東、高橋克、事務部長 

（欠席者：五十嵐、田村，板垣） 

４．議 事 

【議 題】 

  ４．平成１８年度公開講座等について（資料４） 

   小平センター長から、公開講座については、平成１７年度から実施方法を変更し開催している。

１８年度の実施計画書の提出を各学科・学系に依頼する時期となったが、今年度の実施状況を見

て、見直しを図ることの是非について提案があり、検討の結果、今年度と同様とすることが了承

された。なお、今後は提出のあった計画書については本委員会で内容を十分精査することとなっ

た。  

（出典：地域共同テクノセンター運営委員会議事要旨） 
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資料Ｂ-１-②-４ 

サイエンススクエア反省会報告書 
2005年 9月 6日 

サイエンススクエア反省会 報告書 

（文責）大澤 

 １．反省会実施日時：2005年９月６日 （火）１７：１０～  
 ２．場     所：第一会議室 

 ３．参  加  者：（基礎）高橋、吉井、（M）板垣、林田、（E）小平、石井、飯田、
浅野、（D））鈴木、（J）栗本、大枝、（C）佐藤、 

（庶務課）原、斉藤、仲川、大坪、河野、宮近（学生課）椎名 
 
 アンケート結果紹介の後、意見を出し合った。以下に意見のまとめを記す。 
○ ４年生以下は親が全部作っているケースもあった。 
   － 低学年向けのテーマがあっても良いのではないか 
   － 長時間だと子供の集中力が続かないので、短い時間で終わるよう工夫が必要 
   － 低学年と高学年に分けたらどうか 
       － 兄弟での参加が多いので下の子供を断るわけにはいかない 
○ 整理券方式は人数が限られるので、随時実施のものが必要ではなかったか。 

   － フリーの企画で物作りは大変である 

   － １０～２０分の演示があっても良い 

   － １０：００～１２：００は班毎に指導をさせれば、随時実施も可能ではな

いか 

○ 朝だけの受付は何とかならないか。午後から来た人が参加できなくて残念そうだ

った。 

   － 受付の方式は科博で長年実施してきて定着したものだろうから変更は難し

いのでは？ 

   － やはり随時実施するテーマが必要なのだろう 

○ 物作りの回数を増やしても良いのではないか。 

   － 午前中２回、午後２回はやれるのではないか 

   － 実際に２週目の終盤では１日４回実施したが、昼食をとる時間が無くなっ

て学生が大変そうだった 

        － 午後の開始時間を他高専のように１３時からなら可能では？ 

   － 学生は楽しんでいたし、回数は増やした方が良いとの学生の意見もあった 

   － 時間が余りすぎたのではないか 

        － 今回の計画では１企画が９０分を予定したため、４回を最初か

ら計画するわけにはいかなかった。しかし、実施してみると早

く終わった。時間の見積りは小学生への対応に慣れてくれば正

確になると思う 

○ 理論の説明はほとんど聞いていないので、やらない方が良い。 

○ 大人が単独で実施したケースがあった。 

   － 年齢の上限をきちんと明記した方が良いのではないか 

○ 作品を比べあうような工夫をすると盛り上がる。 

○ 作り方などの資料に学校の名前をもっと大きく入れたほうがよかった。 

   － 資料をネットで公開すると良い宣伝にもなる。 

○ 共通のスペース（高専全体の宣伝スペース）に進学相談があっても良かったので

は？ 

○ 中学生限定のテーマがあっても良いかもしれない。 

○ みどり館は地下なのでわかり難い。もっと大きな看板（企画内容が書いてある）

があっても良かったのでは？ 

    － 会場は確かにわかり難かった。 

    － 新館の１階にサイエンススクエア専用の案内所もあった。 

○ 準備段階では、立て替え払いができるようにしてくれると助かる。 

    － 試作段階で、１００円ショップやホームセンターに行って自費で材料を

購入するケースがあった。立て替え払いができないと不便である。 

 

＜学生からはメールで意見をもらった。以下は学生のメールから＞ 

○ 場所が遠いと思いました。 

○ 今回のやり方で大丈夫だと思います。でも、群馬高専の様に子供２人くらいに先生

か学生が１人付いて進めていくのも子供たちのペースでできていいと思いました。 

○ アシスタントは五人くらいが適当だと思います。しかも五人が知り合いなら遠慮な

んかせずに仕事が出来ると思います。女子学生が一人は居た方が小さい女の子には

良いだろうと思いました。 

 

＜反省会に参加できなかった教職員から＞ 

○ アンケートの設問が，小学生が答えるには，表現が少々難しいかなと感じました．

内容はそのままで，表現をやわらかくした方が良いと思います． 

○ 工作の内容（偏光板，紙パックの橋作り）については，小学生向きで良かったと思

います． 

○ 反省点（よかった点）として，アシスタント学生がとてもよく参加者（子供達）の

面倒を見ており，助けられました． 

○ アシスタント学生について 

 ５年生・専攻科生は，公開講座等いろいろな場面で学外者の対応にあたった経

験を基に小学生の視点にたって非常に良く指導しており，小学生・保護者に好評

だったように思えた。一方，低学年生の指導はいまひとつだったような声もあっ

た。 

 小中学生対象のこういったイベントの成功・不成功は，アシスタント学生の対

応ひとつにかかってくるため，来年度も開催するのであれば経験豊富な高学年

生・専攻科生を中心に依頼できればよいと思う。  
 

（出典：地域共同テクノセンター運営委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 公開講座等の開設講座数・受講者数は年々増加しており，2005年度は43講座の開設講座に421名の

参加があった。受講者の満足度は90%を越えることから，十分に活動の成果が上がっていると考えら

れる。講座実施後に報告書の提出を義務付けてテクノセンター運営委員会で検討するシステムがあり，

報告書の内容からも講座の内容，実施日，実施方法等について多くの改善が行われていることが分か

り，改善のシステムが十分に機能しているといえる。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 公開講座，オープンセミナー等の教育サービスが地域共同テクノセンターの事業として計画的に行

われており，地域共同テクノセンター運営委員会によって各講座の実施内容が掌握されている点。 

 公開講座等の開講数が43講座あり，参加受講者数も421名に達している点。 

 ものづくり夢フェスタ2004（日本高専学会主催），2005夏休サイエンススクエア（国立科学博物

館）等のものづくり体験教室や文部科学省「科学技術・理科大好きプラン」サイエンス・パートナー

シップ・プログラム研究者招聘講座に積極的に講師及びアシスタント学生を派遣し，地域小中学生に

対して科学技術に対する興味・関心を与え理科の学習意欲向上に大きく貢献している点。 

1997年より科学教室「青少年のためのおもしろサイエンス」を定期的に開催しており，参加者が現

在に至るまで延べ1937名に達し，成果を挙げている点。 

 受講者の満足度が，社会人対象講座，小中学生対象講座ともに90%を超えている点。 

 

（改善を要する点） 

特に無い。 
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（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

 

 本校では，一般社会人の生涯教育のサポート及び地域小中学生の学習意欲の向上を目的とした公開

講座等の教育サービスを地域共同テクノセンター事業の一環として計画的に実施している。公開講座

等には，有料の公開講座，無料のオープンセミナーの他に木更津市と協働で行っているテレワークセ

ミナーが含まれる。公開講座等の実施担当者は，公開講座等実施要領に沿って実施計画を立て，実施

後は受講者アンケートの分析を行う等して，サービスの改善に努めている。テクノセンター運営委員

会では，実施計画書・実施報告書の内容を基に，実施内容の掌握を行っている。公開講座等の実施要

領は，ウェブページや地域機関紙等の広報誌を通して積極的に幅広く公開され，開設講座数及び受講

者数も年々増加しており，2005年度の実績では，開講講座数43，参加受講者数421名に達した。講座

の内容は，一般社会人を対象としたものとしては専門技術や資格取得に関するものの他，パソコン入

門，語学，体力作り等広範囲を網羅しており生涯学習のサポートとして適切なものとなっている。ま

た，小中学生を対象としたものでは，パソコンの自作，橋作り，鋳造，レゴロボット等のものづくり

体験講座のほか，パソコンリテラシー講座，科学実験教室，スポーツ教室，環境問題等多岐に及んで

おり，小中学生の学習意欲の向上に寄与する内容となっている。受講者の満足度も社会人対象講座で

は90.7%，小中学生対象講座では93.1%とたいへん良好であった。 

公開講座等の他にも，文部科学省「科学技術・理科大好きプラン」サイエンス・パートナーシップ

・プログラム研究者招聘講座，地域小中学校の要請に応じた出前授業に積極的に講師を派遣している。

また，「ものづくり夢フェスタ2004（日本高専学会主催）」，「2005夏休サイエンススクエア（国立

科学博物館）」等のものづくり体験教室や1997年より定期的に開催し延べ2000名近くが参加した「青

少年のためのおもしろサイエンス」等の科学教室にも講師やアシスタント学生を積極的に派遣し，非

常に多くの地域小中学生に対して科学技術に対する興味・関心を与え，理科の学習意欲向上に大きく

貢献している。 

以上のことから，正規課程の学生以外に対する教育サービスが，本校の目的に沿って適切に行われ，

十分な成果を上げているものと評価できる。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が非常に優れている。 

 


